
 

現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
、
根
拠
か
ら
読
む 

発
展
・
推
論
の
確
か
さ 

和
会
塾 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

は
じ
め
に 

本
書
で
身
に
つ
け
る
力 

書
か
れ
た
根
拠
か
ら
結
論
を
導
き
、
そ
の
結
論
を
ど
の
強
さ
で
言
え
る
か
を
見
定
め
ま
す
。 

一 

直
接
確
か
め
ら
れ
る
こ
と 
本
文
や
資
料
に
、
そ
の
ま
ま
示
さ
れ
た
事
実
・
発
言
・
時
刻
・
状
態
を
取
る
。 

二 

か
な
り
確
か
に
言
え
る
こ
と 
複
数
の
根
拠
が
同
じ
方
向
を
支
え
、
強
い
反
証
が
な
い
結
論
を
書
く
。 

三 

複
数
の
読
み
取
り
方
が
成
り
立
つ
こ
と 
同
じ
行
動
を
、
異
な
る
固
有
の
根
拠
か
ら
説
明
で
き
る
と
き
、

複
数
の
読
み
取
り
方
を
そ
の
根
拠
と
と
も
に
残
す
。 

四 

本
文
だ
け
で
は
決
め
ら
れ
な
い
こ
と 

人
物
の
内
心
、
直
接
の
原
因
、
仮
定
後
の
結
末
な
ど
、
決
定
資
料

の
な
い
一
点
を
特
定
す
る
。 

五 

根
拠
を
越
え
た
想
像 

あ
り
得
そ
う
で
も
本
文
が
支
え
な
い
内
容
は
、
答
案
の
結
論
に
し
な
い
。 

慎
重
に
読
む
と
は
、
す
べ
て
を
弱
い
語
尾
で
書
く
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
根
拠
が
そ
ろ
う
箇
所
は
明
確
に
述
べ
、
決
定
資
料
が
な
い

箇
所
だ
け
を
限
定
し
ま
す
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

使
い
方 

章
の
進
め
方 

一 

本
文
・
資
料
を
読
む 

問
い
に
関
わ
る
事
実
・
発
言
・
時
刻
・
変
化
を
、
本
文
の
言
葉
で
確
か
め
る
。 

二 

準
備
メ
モ
を
置
く 

根
拠
、
そ
の
つ
な
が
り
、
結
論
の
確
か
さ
、
な
お
決
め
ら
れ
な
い
点
を
短
い
語
句
に

整
理
す
る
。 

三 

解
答
欄
へ
清
書
す
る 

結
論
を
先
に
置
き
、
必
要
な
根
拠
を
つ
な
ぎ
、
指
定
字
数
の
範
囲
で
ま
と
め
る
。 

四 

解
答
・
解
説
で
確
か
め
る 

語
句
の
一
致
で
は
な
く
、
根
拠
・
関
係
・
限
定
の
置
き
方
を
三
つ
の
答
案
例

と
比
べ
る
。 

推
論
の
確
か
さ 

直
接
確
か
め
ら
れ
る
／
か
な
り
確
か
に
言
え
る
／
複
数
の
読
み
取
り
方
が
成
り
立
つ
／
本
文
だ
け
で
は
決
め
ら

れ
な
い
／
根
拠
を
越
え
た
想
像 

前
半
で
は
準
備
メ
モ
の
項
目
を
明
示
し
、
後
半
ほ
ど
支
援
を
減
ら
し
ま
す
。
最
終
章
で
は
必
要
な
要
素
を
自
分
で
配
置
し
ま
す
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

目
次 

目
次 

第
一
章 

一
文
か
ら
、
ど
こ
ま
で
言
え
る
か 

 5

頁 
 50

Ộ80

字
Ớ
短
い
記
録
か
ら
、
確
か
め
ら
れ
る
こ
と
・

強
く
言
え
る
こ
と
・
ま
だ
決
ま
ら
な
い
こ
と
を
区
別
す
る 

第
二
章 

机
の
上
に
残
ỵ
た
も
の 

 16

頁 
 60

Ộ100

字
Ớ
同
じ
行
動
か
ら
成
り
立
つ
二
つ
の
読
み
取
り
方
と
、

ど
ち
ら
に
も
共
通
す
る
こ
と
を
区
別
す
る 

第
三
章 

起
こ
ら
な
か
ỵ
た
こ
と 

 29

頁 
 70

Ộ110

字
Ớ
発
言
さ
れ
な
か
ỵ
た
こ
と
が
場
に
及
ぼ
し
た
働
き

と
、
別
の
行
動
を
取
ỵ
た
場
合
の
仮
定
を
区
別
す
る 

第
四
章 

言
い
す
ぎ
た
夜 

 42

頁 
 80

Ộ120

字
Ớ
一
人
称
の
記
憶
・
評
価
と
、
記
録
か
ら
確
認
で
き
る
出
来

事
を
区
別
す
る 

第
五
章 

書
き
換
え
ら
れ
た
一
文 

 54

頁 
 90

Ộ130

字
Ớ
草
案
・
会
議
記
録
・
最
終
文
を
照
合
し
、
改
稿
の

方
向
と
個
人
の
内
心
を
区
別
す
る 

第
六
章 

結
論
を
選
び
、
可
能
性
を
残
す 

66

頁 
 100

Ộ150

字
Ớ
本
文
と
二
つ
の
補
助
資
料
か
ら
、
最
も
支

持
さ
れ
る
結
論
・
別
の
可
能
性
・
未
確
定
点
を
統
合
す
る 

各
章
は
、
本
文
・
資
料
、
設
問
、
解
答
・
解
説
の
順
に
進
み
ま
す
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

短
文
・
言
え
る
範
囲 

第
一
章 
一
文
か
ら
、
ど
こ
ま
で
言
え
る
か 

こ
の
章
で
身
に
つ
け
る
力 
短
い
通
知
や
記
録
を
読
み
、
書
か
れ
て
い
る
事
実
を
土
台
に
し
な
が
ら
、
結
論
を
ど
こ
ま
で

強
く
書
け
る
か
を
見
定
め
る
。 

資
料A

ỘG

は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
架
空
の
記
録
で
す
。 

読
み
始
め
る
前
に 

各
資
料
に
つ
い
て
、
完
成
答
案
を
書
く
前
に
〈
文
に
あ
る
こ
と
〉
〈
そ
こ
か
ら
言
え
る
こ
と
〉
〈
ま
だ
決
ま
ら
な
い
こ
と
〉
の
三
つ

に
、
短
い
語
句
を
整
理
し
ま
す
。 

一 

文
に
あ
る
こ
と 

記
録
に
実
際
に
書
か
れ
た
時
刻
・
行
動
・
数
を
取
る
。 

二 

そ
こ
か
ら
言
え
る
こ
と 

条
件
や
数
の
関
係
を
保
つ
と
強
く
言
え
る
内
容
を
書
く
。 

三 

ま
だ
決
ま
ら
な
い
こ
と 

理
由
・
意
図
・
原
因
な
ど
、
記
録
に
足
り
な
い
情
報
を
特
定
す
る
。 
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本
文
・
資
料 

【
資
料A

 

工
作
会
の
案
内
と
申
込
記
録
】
案
内
に
は
「
午
後
三
時
の
時
点
で
申
込
者
が
五
名
未
満
の
場
合
は
、
翌
週
へ
延
期
し
ま
す
」
と
あ
る
。

申
込
記
録
に
は
、
一
人
目
か
ら
四
人
目
ま
で
の
受
付
に
続
き
、
五
人
目
を
午
後
二
時
四
十
八
分
に
受
け
付
け
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
午
後
三
時

の
申
込
者
数
は
五
名
。
午
後
三
時
以
後
の
開
催
記
録
は
な
い
。 

【
資
料B

 

連
絡
用
の
メ
ỿ
セ
ổ
ジ
】
係
の
森
田
は
、
伊
藤
へ
「
明
日
の
集
合
は
九
時
で
す
。
変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
、
今
日
の
午
後
五
時

ま
で
に
返
信
し
て
く
だ
さ
い
」
と
送
ỵ
た
。
画
面
に
は
送
信
時
刻
だ
け
が
あ
り
、
午
後
五
時
ま
で
の
返
信
は
表
示
さ
れ
て
い
な
い
。
既
読
を
示

す
印
は
、
こ
の
画
面
に
は
な
い
。 

【
資
料C

 

貸
出
用
か
さ
の
記
録
】
開
室
時
の
本
数
は
八
本
。
午
前
中
に
三
本
を
貸
し
出
し
、
二
本
の
返
却
を
受
け
た
。
正
午
五
分
の
点
検
欄

に
は
「
七
本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
本
ず
つ
を
見
分
け
る
番
号
や
、
借
り
た
人
の
氏
名
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。 

【
資
料D

 

落
と
し
物
棚
の
観
察
】
午
後
四
時
十
分
、
青
い
フ
Ỻ
イ
ル
が
棚
の
上
段
に
あ
ỵ
た
。
午
後
四
時
三
十
分
、
同
じ
場
所
に
フ
Ỻ
イ
ル

は
な
か
ỵ
た
。
そ
の
間
の
受
取
記
録
は
空
欄
で
あ
り
、
棚
を
整
理
し
た
人
に
つ
い
て
の
記
載
も
な
い
。 

【
資
料E 

合
唱
練
習
の
記
録
】
近
藤
は
開
始
か
ら
終
了
ま
で
練
習
に
参
加
し
た
。
確
認
用
の
録
音
で
は
、
三
番
の
合
唱
部
分
に
近
藤
の
声
が
入

ỵ
て
い
る
か
判
別
で
き
な
か
ỵ
た
。
録
音
機
は
部
屋
の
後
方
に
一
台
だ
け
置
か
れ
、
参
加
者
ご
と
の
音
声
は
分
け
て
保
存
さ
れ
て
い
な
い
。 

【
資
料F 

搬
入
口
の
案
内
と
受
付
記
録
】
案
内
に
は
「
東
口
は
午
後
六
時
に
閉
ま
り
ま
す
。
六
時
以
後
の
搬
入
は
北
口
受
付
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
る
。
受
付
記
録
に
は
、
午
後
六
時
七
分
、
北
口
で
荷
物
一
個
を
受
け
取
ỵ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
到
着
が
六
時
を
過
ぎ
た
理
由
は

書
か
れ
て
い
な
い
。 

【
資
料G

 

鉢
植
え
の
観
察
記
録
】
午
前
九
時
、
土
の
表
面
は
乾
き
、
葉
は
下
向
き
だ
ỵ
た
。
九
時
十
分
、
水
を
二
百
ミ
リ
リ
ỿ
ト
ル
与
え
た
。

正
午
、
葉
は
朝
よ
り
上
向
き
に
な
ỵ
て
い
た
。
室
温
、
日
当
た
り
、
前
日
ま
で
の
水
や
り
に
つ
い
て
は
記
録
が
な
い
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

短
文
・
言
え
る
範
囲 

設
問 

問
一 

確
か
め
ら
れ
る
こ
と
と
残
る
点 

資
料B

と
資
料E

に
つ
い
て
、
直
接
確
か
め
ら
れ
る
こ
と
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
だ
け
で
は
決
め
ら
れ
な
い
こ
と

を
一
つ
ず
つ
挙
げ
、50

Ộ60

字
で
書
き
な
さ
い
。 

準
備
メ
モ 

〈
文
に
あ
る
〉
返
信
の
表
示
／
録
音 

〈
ま
だ
決
ま
ら
な
い
〉
伊
藤
の
受
け
取
り
方
／
近
藤
が
実
際
に
歌
ỵ
た
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(50

Ộ60

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 

 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

短
文
・
言
え
る
範
囲 

問
二 
条
件
か
ら
強
く
言
え
る
範
囲 

資
料A

か
ら
、
工
作
会
の
延
期
条
件
に
つ
い
て
ど
こ
ま
で
言
え
る
か
。
実
際
に
工
作
会
が
開
か
れ
た
か
ど
う
か
と

の
違
い
を
含
め
、60
Ộ70
字
で
書
き
な
さ
い
。 

準
備
メ
モ 

〈
文
に
あ
る
〉
三
時
前
に
五
人
目 

〈
言
え
る
〉
人
数
条
件 

〈
ま
だ
決
ま
ら
な
い
〉
実
際
の
開
催 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(60

Ộ70

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 

 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

短
文
・
言
え
る
範
囲 

問
三 
な
く
な
ỵ
た
物
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と 

資
料D

の
青
い
フ
Ỻ
イ
ル
に
つ
い
て
、
記
録
か
ら
確
か
に
言
え
る
変
化
と
、
持
ち
去
ỵ
た
人
に
つ
い
て
決
め
ら
れ

な
い
点
を
、60

Ộ70
字
で
書
き
な
さ
い
。 

準
備
メ
モ 

〈
文
に
あ
る
〉
四
時
十
分
に
は
あ
る
／
四
時
三
十
分
に
は
な
い 

〈
不
足
〉
移
動
し
た
人
と
理
由
の
記
録 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(60

Ộ70

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 

 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

短
文
・
言
え
る
範
囲 

問
四 
結
論
の
強
さ
が
異
な
る
理
由 

資
料F

か
ら
北
口
が
使
わ
れ
た
こ
と
は
強
く
言
え
る
の
に
、
資
料G

か
ら
水
や
り
が
葉
の
変
化
の
原
因
だ
と
は
言

い
切
れ
な
い
。
そ
の
理
由
を70

Ộ80

字
で
書
き
な
さ
い
。 

準
備
メ
モ 

〈
資
料F

〉
受
付
場
所
の
明
記 

〈
資
料G

〉
前
後
の
観
察
だ
け
／
他
の
条
件
が
未
記
録 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(70

Ộ80

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 

 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

短
文
・
言
え
る
範
囲 

解
答
・
解
説 

本
文
・
資
料
の
流
れ 

資
料A

・C

・F 

条
件
、
数
、
受
付
場
所
か
ら
、
限
定
さ
れ
た
結
論
を
強
く
導
け
る
。 

資
料B

・D

・E 

返
事
や
物
や
音
声
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
と
、
人
物
の
行
動
・
理
由
と
は
同
じ
で
な
い
。 

資
料G

 

水
や
り
の
後
に
変
化
は
見
ら
れ
る
が
、
時
間
の
順
序
だ
け
で
は
原
因
を
一
つ
に
決
め
ら
れ
な
い
。 

次
頁
か
ら
、
問
い
が
求
め
る
結
論
の
確
か
さ
、
根
拠
の
つ
な
が
り
、
本
文
だ
け
で
は
決
め
ら
れ
な
い
点
を
一
問
ず
つ
確
か
め
ま
す
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

短
文
・
言
え
る
範
囲 

問
一 
確
か
め
ら
れ
る
こ
と
と
残
る
点 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
二
つ
の
資
料
で
、
記
録
の
不
在
と
行
動
の
不
在
を
混
同
せ
ず
、
確
定
部
分
と
未
確
定
部
分
を
一
文

に
す
る
。 

根
拠 

資
料B

の
「
返
信
は
表
示
さ
れ
て
い
な
い
」
「
既
読
を
示
す
印
は
な
い
」
、
資
料E

の
「
参
加
し
た
」

「
声
が
入
ỵ
て
い
る
か
判
別
で
き
な
か
ỵ
た
」
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

画
面
や
録
音
で
確
認
で
き
な
い
こ
と
は
、
連
絡
を
読
ん
だ
か
、
実
際
に
歌
ỵ
た
か
を
直
接
示

す
も
の
で
は
な
い
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

返
信
と
音
声
を
確
認
で
き
な
い
こ
と
ま
で
は
言
え
る
が
、
伊
藤
の
認
識
や
近
藤

の
行
動
は
決
め
ら
れ
な
い
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

資
料B

と
資
料E

を
並
べ
、
各
々
に
つ
い
て
〈
確
定
し
た
こ
と
＋
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
〉
を

対
応
さ
せ
る
。 

模
範
解
答 

伊
藤
の
返
信
と
近
藤
の
声
は
記
録
上
確
認
で
き
な
い
が
、
伊
藤
が
連
絡
を
見
た
か
、
近
藤
が
歌
わ

な
か
ỵ
た
か
は
決
め
ら
れ
な
い
。
(50

字
) 

別
解
例
① 

返
信
の
表
示
も
録
音
中
の
近
藤
の
声
も
確
か
め
ら
れ
な
い
一
方
、
伊
藤
が
読
ん
だ
か
、
近
藤
が
実

際
に
歌
ỵ
た
か
ま
で
は
分
か
ら
な
い
。
(52

字
) 

別
解
例
② 

画
面
に
返
信
は
な
く
録
音
で
近
藤
の
声
も
判
別
で
き
な
い
が
、
二
人
が
実
際
に
見
た
か
歌
ỵ
た
か

は
各
資
料
だ
け
で
は
定
ま
ら
な
い
。
(51

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

資
料B

と
資
料E

の
確
定
部
分
を
一
つ
ず
つ
書
い
た
か
。 

□ 

記
録
に
な
い
こ
と
を
、
そ
の
ま
ま
人
物
の
行
動
の
不
在
に
し
て
い
な
い
か
。 

□ 

何
が
決
め
ら
れ
な
い
の
か
を
具
体
的
に
示
し
た
か
。 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

「
返
信
し
な
か
ỵ
た
の
で
反
対
し
て
い
る
」
「
録
音
に
な
い
の
で
歌
わ
な
か
ỵ
た
」
と
す
る

と
、
記
録
が
示
さ
な
い
事
情
を
補
ỵ
て
し
ま
う
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

短
文
・
言
え
る
範
囲 

問
二 
条
件
か
ら
強
く
言
え
る
範
囲 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
条
件
と
記
録
を
結
び
、
条
件
に
関
す
る
強
い
結
論
と
、
記
録
の
な
い
開
催
結
果
を
区
別
す
る
。 

根
拠 

資
料A

で
は
、
延
期
条
件
は
「
午
後
三
時
の
時
点
で
五
名
未
満
」
で
あ
り
、
五
人
目
は
午
後
二
時
四
十
八

分
に
受
け
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

締
切
前
に
五
人
が
そ
ろ
ỵ
た
た
め
、
人
数
不
足
と
い
う
延
期
条
件
に
は
当
た
ら
な
い
。
た
だ

し
開
催
記
録
は
な
い
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

人
数
不
足
に
よ
る
延
期
で
は
な
い
こ
と
は
強
く
言
え
る
が
、
別
の
事
情
も
含
め

実
際
に
開
催
さ
れ
た
か
は
決
め
ら
れ
な
い
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

前
半
で
条
件
と
の
関
係
を
断
定
し
、
「
た
だ
し
」
で
開
催
そ
の
も
の
の
未
確
定
さ
を
残
す
。 

模
範
解
答 

三
時
前
に
五
人
目
を
受
け
付
け
た
た
め
、
人
数
不
足
に
よ
る
延
期
条
件
に
は
当
た
ら
な
い
。
た
だ

し
、
実
際
に
開
催
さ
れ
た
か
は
記
録
か
ら
決
め
ら
れ
な
い
。
(60

字
) 

別
解
例
① 

申
込
者
は
三
時
ま
で
に
五
人
と
な
り
、
案
内
に
あ
る
延
期
の
人
数
条
件
は
満
た
さ
な
い
が
、
工
作

会
が
実
際
に
予
定
ど
お
り
開
か
れ
た
か
ま
で
は
確
認
で
き
な
い
。
(62

字
) 

別
解
例
② 

締
切
時
点
で
少
な
く
と
も
五
人
い
た
の
で
、
五
名
未
満
を
理
由
と
す
る
延
期
で
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
開
催
の
有
無
は
資
料A

だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
。
(61

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

午
後
三
時
よ
り
前
に
五
人
目
が
受
け
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
使
ỵ
た
か
。 

□ 

人
数
条
件
に
つ
い
て
は
、
弱
め
す
ぎ
ず
に
結
論
を
書
い
た
か
。 

□ 

条
件
に
当
た
ら
な
い
こ
と
と
、
実
際
の
開
催
を
区
別
し
た
か
。 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

「
五
人
集
ま
ỵ
た
の
で
必
ず
開
催
さ
れ
た
」
と
す
る
と
、
案
内
が
定
め
る
一
つ
の
延
期
条
件

を
、
開
催
を
保
証
す
る
条
件
へ
広
げ
て
し
ま
う
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

短
文
・
言
え
る
範
囲 

問
三 
な
く
な
ỵ
た
物
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
物
の
位
置
の
変
化
と
、
そ
の
変
化
を
起
こ
し
た
人
物
・
理
由
を
区
別
す
る
。 

根
拠 

資
料D

の
二
時
点
の
観
察
と
、
「
受
取
記
録
は
空
欄
」
「
棚
を
整
理
し
た
人
の
記
載
も
な
い
」
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

同
じ
場
所
か
ら
な
く
な
ỵ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
受
取
人
と
整
理
者
の
ど
ち
ら
が
動
か

し
た
か
を
選
ぶ
記
録
が
な
い
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

フ
Ỻ
イ
ル
が
棚
の
上
段
か
ら
な
く
な
ỵ
た
こ
と
は
確
定
す
る
。
所
有
者
が
受
け

取
ỵ
た
か
、
別
の
人
が
移
し
た
か
は
未
確
定
で
あ
る
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

二
時
点
の
変
化
を
先
に
示
し
、
後
半
で
人
物
と
理
由
に
必
要
な
記
録
が
な
い
こ
と
を
書
く
。 

模
範
解
答 

青
い
フ
Ỻ
イ
ル
が
二
十
分
の
間
に
棚
の
上
段
か
ら
な
く
な
ỵ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
所
有
者
が
受

け
取
ỵ
た
の
か
、
誰
か
が
移
し
た
の
か
は
決
め
ら
れ
な
い
。
(60

字
) 

別
解
例
① 

四
時
十
分
に
あ
ỵ
た
フ
Ỻ
イ
ル
が
四
時
三
十
分
に
は
同
じ
場
所
に
は
な
い
こ
と
は
分
か
る
が
、
持

ち
去
ỵ
た
人
や
移
動
の
理
由
ま
で
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
(60

字
) 

別
解
例
② 

フ
Ỻ
イ
ル
の
所
在
が
実
際
に
棚
の
上
段
か
ら
変
わ
ỵ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
一
方
、
受
取
記
録

も
整
理
者
の
記
載
も
な
く
、
誰
が
動
か
し
た
か
は
定
ま
ら
な
い
。
(62

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

二
つ
の
時
刻
を
比
べ
て
、
位
置
の
変
化
を
書
い
た
か
。 

□ 

所
有
者
が
回
収
し
た
と
決
め
つ
け
て
い
な
い
か
。 

□ 

不
足
し
て
い
る
記
録
に
触
れ
た
か
。 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

日
常
的
に
は
所
有
者
が
受
け
取
る
こ
と
も
多
い
が
、
「
よ
く
あ
る
こ
と
」
は
、
こ
の
フ
Ỻ
イ
ル

を
誰
が
動
か
し
た
か
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

短
文
・
言
え
る
範
囲 

問
四 
結
論
の
強
さ
が
異
な
る
理
由 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
直
接
記
録
さ
れ
た
場
所
と
、
時
間
順
か
ら
推
測
す
る
原
因
と
で
、
結
論
の
確
か
さ
が
異
な
る
理
由

を
説
明
す
る
。 

根
拠 

資
料F

に
は
「
北
口
で
受
け
取
ỵ
た
」
と
明
記
さ
れ
る
。
資
料G

に
は
水
や
り
の
前
後
の
変
化
は
あ
る
が
、

室
温
な
ど
の
条
件
が
な
い
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

場
所
は
記
録
内
容
そ
の
も
の
だ
が
、
原
因
は
前
後
関
係
だ
け
か
ら
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ほ
か
の
要
因
を
除
け
な
い
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

資
料G

で
も
水
や
り
後
に
葉
が
上
向
き
に
な
ỵ
た
こ
と
は
言
え
る
。
水
だ
け
が

原
因
だ
と
い
う
断
定
は
で
き
な
い
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

二
資
料
の
根
拠
の
種
類
を
対
比
し
、
資
料G
に
不
足
す
る
条
件
を
最
後
に
示
す
。 

模
範
解
答 

資
料F

は
受
付
場
所
を
北
口
と
直
接
に
記
し
て
い
る
が
、
資
料G
は
水
や
り
の
前
後
に
葉
が
変
化
し

た
だ
け
で
、
室
温
や
日
当
た
り
な
ど
他
の
要
因
を
資
料
の
記
録
か
ら
除
け
な
い
か
ら
。
(71

字
) 

別
解
例
① 

北
口
で
の
受
取
は
記
録
そ
の
も
の
か
ら
確
認
で
き
る
。
一
方
、
葉
は
水
や
り
後
に
上
向
い
た
に
す

ぎ
ず
、
ほ
か
の
条
件
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
原
因
を
水
だ
け
に
は
絞
れ
な
い
。
(72
字
) 

別
解
例
② 

資
料F

で
は
行
動
の
場
所
が
北
口
と
明
記
さ
れ
る
の
に
対
し
、
資
料G

で
は
変
化
の
順
序
し
か
分
か

ら
ず
、
室
温
な
ど
別
の
要
因
も
あ
り
得
る
の
で
記
録
上
は
水
だ
け
を
原
因
に
で
き
な
い
。
(72

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

資
料F

で
は
場
所
が
直
接
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
か
。 

□ 

資
料G

で
は
、
変
化
の
前
後
と
原
因
を
区
別
し
た
か
。 

□ 

ほ
か
の
要
因
を
除
け
な
い
理
由
を
具
体
的
に
書
い
た
か
。 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

慎
重
に
す
る
た
め
両
方
を
「
分
か
ら
な
い
」
と
す
る
の
で
は
な
く
、
資
料F

の
よ
う
に
直
接
書
か

れ
た
こ
と
は
明
確
に
言
う
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
二
つ
の
読
み
方 

第
二
章 
机
の
上
に
残
ỵ
た
も
の 

こ
の
章
で
身
に
つ
け
る
力 
人
物
の
行
動
と
物
の
置
か
れ
方
を
根
拠
に
、
二
つ
の
読
み
取
り
方
を
そ
れ
ぞ
れ
成
立
さ
せ
、

な
お
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
を
見
つ
け
る
。 

本
文
は
学
習
の
た
め
に
書
き
下
ろ
し
た
物
語
で
す
。
段
落
番
号
は
、
設
問
で
根
拠
を
確
か
め
や
す
く
す
る
た
め
に
編
集
上
付
し
た
も
の

で
、
本
文
の
一
部
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

読
み
始
め
る
前
に 

〈
共
通
す
る
根
拠
〉
〈
見
方A

を
支
え
る
記
述
〉
〈
見
方B

を
支
え
る
記
述
〉
の
三
つ
に
整
理
し
、
同
じ
記
述
だ
け
で
二
つ
の
結
論
を
作

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。 

一 

共
通
す
る
根
拠 

ど
ち
ら
の
見
方
で
も
変
わ
ら
な
い
行
動
と
物
の
扱
い
を
取
る
。 

二 

見
方A 

亜
希
が
戻
る
つ
も
り
だ
と
読
め
る
固
有
の
記
述
を
取
る
。 

三 

見
方B

 

直
へ
判
断
を
預
け
た
と
読
め
る
別
の
記
述
を
取
る
。 

四 

反
証
を
確
認
す
る 

関
心
を
失
ỵ
た
と
い
う
見
方
と
合
わ
な
い
行
動
を
探
す
。 
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本
文
・
資
料 

① 

市
民
ギ
ἀ
ラ
リ
ổ
の
作
業
室
に
は
、
切
り
落
と
し
た
紙
が
ま
だ
床
に
散
ỵ
て
い
た
。
直
は
そ
れ
を
靴

の
先
で
机
の
下
へ
寄
せ
て
か
ら
、
も
う
片
づ
け
て
よ
い
の
か
迷
ỵ
た
。
小
さ
な
写
真
展
示
の
公
開
は
翌
日
の

正
午
。
入
口
の
案
内
板
に
題
名
の
カ
ổ
ド
を
貼
れ
ば
、
二
人
の
作
業
は
終
わ
る
。 

② 

机
に
は
「
ま
ち
の
影
を
た
ど
る
」
と
「
光
の
向
こ
う
へ
」
の
二
枚
が
並
ん
で
い
た
。
直
は
後
の
方
を

推
し
て
い
た
。
入
口
か
ら
見
た
と
き
、
短
い
題
名
な
ら
す
ぐ
に
目
に
入
る
。
亜
希
は
前
の
方
を
、
廊
下
へ
出

る
人
か
ら
見
え
る
向
き
に
回
し
た
。
「
最
後
の
写
真
ま
で
見
た
ら
、
こ
ỵ
ち
じ
Ỷ
な
い
か
な
」
展
示
は
、
朝

の
川
岸
か
ら
始
ま
り
、
建
物
の
陰
が
道
い
ỵ
ぱ
い
に
伸
び
た
写
真
で
終
わ
ỵ
て
い
た
。 

③ 

亜
希
は
一
枚
ず
つ
案
内
板
へ
置
き
、
入
口
ま
で
下
が
ỵ
た
。
戻
る
と
、
細
い
金
属
の
定
規
で
右
下
の

余
白
を
測
る
。
も
う
一
枚
に
替
え
、
ま
た
下
が
る
。
定
規
の
端
に
は
小
さ
な
欠
け
が
あ
ỵ
た
。
直
が
以
前
そ

れ
を
借
り
よ
う
と
す
る
と
、
亜
希
は
引
き
出
し
か
ら
別
の
定
規
を
出
し
て
く
れ
た
。
作
業
が
途
中
で
も
、
そ

の
金
属
の
定
規
だ
け
は
鞄
の
横
の
細
い
ポ
ケ
ỿ
ト
へ
し
ま
ỵ
て
帰
る
。 

④ 

「
五
時
、
過
ぎ
て
る
」 

亜
希
が
時
計
を
見
た
。
直
も
腕
時
計
を
見
て
、
二
枚
目
の
カ
ổ
ド
を
外
し
か
け
た
手
を
止
め
た
。 

⑤ 

「
明
日
の
朝
は
用
事
が
あ
る
か
ら
、
来
ら
れ
て
も
十
時
す
ぎ
か
な
」 

「
公
開
ま
で
二
時
間
あ
る
よ
」 

「
う
ん
」 

亜
希
は
椅
子
の
背
に
掛
け
て
い
た
鞄
を
取
り
、
二
枚
の
カ
ổ
ド
を
見
比
べ
た
。
直
は
印
刷
室
に
予
備
の
台
紙

が
あ
ỵ
た
の
を
思
い
出
し
、
取
ỵ
て
く
る
と
言
ỵ
た
。 

⑥ 

戻
ỵ
た
と
き
、
亜
希
は
二
枚
に
薄
い
保
護
紙
を
重
ね
て
い
た
。
カ
ổ
ド
は
少
し
ず
つ
ず
ら
さ
れ
、
題

名
の
初
め
の
二
文
字
が
見
え
て
い
る
。
手
を
離
す
と
下
の
一
枚
の
端
が
浮
い
た
。
亜
希
は
金
属
の
定
規
を
、

二
枚
を
ま
た
ぐ
位
置
へ
横
た
え
た
。 
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⑦ 
そ
の
横
に
は
メ
モ
が
あ
ỵ
た
。
「
先
に
来
た
ら
、
遠
く
か
ら
見
て
決
め
て
。
上
に
し
た
方
だ
け
貼
ỵ

て
。
も
う
一
枚
は
捨
て
な
い
で
」
。
直
が
読
ん
で
い
る
間
に
、
亜
希
は
テ
ổ
プ
を
引
き
出
し
た
。
芯
が
透
け

る
ほ
ど
薄
く
な
ỵ
て
い
る
の
を
見
て
、
戸
棚
か
ら
新
し
い
一
巻
を
取
り
、
机
の
端
に
置
い
た
。 

⑧ 

「
じ
Ỷ
あ
、
明
日
。
間
に
合
わ
な
か
ỵ
た
ら
、
進
め
て
お
い
て
」 

⑨ 

扉
へ
向
か
ỵ
た
亜
希
は
一
度
戻
ỵ
た
。
机
の
端
ま
で
夕
日
が
伸
び
て
い
た
。
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
半
分
下

ろ
し
、
保
護
紙
の
角
を
そ
ろ
え
て
か
ら
、
今
度
は
鞄
を
持
ち
直
し
て
出
て
い
ỵ
た
。
廊
下
で
ほ
か
の
作
業
室

の
人
と
あ
い
さ
つ
を
す
る
声
が
し
た
。
い
つ
も
帰
る
と
き
と
同
じ
声
だ
ỵ
た
。 

⑩ 

直
は
定
規
を
持
ち
上
げ
か
け
た
。
二
枚
の
角
が
一
緒
に
動
い
た
の
で
、
元
の
位
置
へ
置
い
た
。
欠
け

た
端
が
、
亜
希
の
推
し
て
い
た
題
名
の
上
に
掛
か
ỵ
て
い
た
。
そ
こ
を
指
で
よ
け
て
も
、
題
名
は
保
護
紙
の

下
だ
ỵ
た
。 

⑪ 

新
し
い
テ
ổ
プ
の
封
を
切
る
と
、
は
が
し
た
細
い
帯
が
指
に
張
り
付
い
た
。
直
は
そ
れ
を
丸
め
な
が

ら
、
何
も
貼
ỵ
て
い
な
い
案
内
板
を
入
口
へ
運
ん
だ
。
二
枚
を
交
互
に
載
せ
て
み
よ
う
と
し
て
、
入
口
と
机

と
の
間
を
一
度
、
何
も
持
た
ず
に
往
復
し
た
。 

⑫ 

掃
除
を
知
ら
せ
る
放
送
が
入
ỵ
た
。
直
は
床
の
切
れ
端
を
拾
い
、
使
え
る
大
き
さ
の
紙
を
机
の
引
き

出
し
へ
戻
し
た
。
二
枚
の
カ
ổ
ド
は
ま
だ
重
な
ỵ
て
い
た
。
テ
ổ
プ
を
メ
モ
の
横
へ
寄
せ
、
案
内
板
だ
け
を

入
口
に
立
て
て
か
ら
、
直
は
作
業
室
の
明
か
り
を
消
し
た
。 



19 

現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
二
つ
の
読
み
方 

設
問 

問
一 

残
さ
れ
た
物
と
こ
と
ば 

亜
希
が
帰
る
前
、
机
の
上
に
何
を
ど
の
よ
う
に
残
し
、
直
へ
何
を
任
せ
た
か
。
第
六
Ộ
第
九
段
落
を
踏
ま
え
、6

0

Ộ70

字
で
書
き
な
さ
い
。 

準
備
メ
モ 

〈
物
〉
二
枚
の
カ
ổ
ド
・
定
規
・
テ
ổ
プ 

〈
こ
と
ば
〉
先
に
来
た
ら
決
め
る
／
一
枚
は
残
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(60

Ộ70

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 

 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
二
つ
の
読
み
方 

問
二 
成
立
し
に
く
い
解
釈 

亜
希
が
案
内
板
へ
の
関
心
を
失
い
、
作
業
を
投
げ
出
し
た
と
い
う
見
方
が
本
文
と
合
い
に
く
い
の
は
な
ぜ
か
。

行
動
を
二
つ
以
上
用
い
、70

Ộ80

字
で
書
き
な
さ
い
。 

準
備
メ
モ 

〈
反
証
〉
カ
ổ
ド
の
保
護
／
ブ
ラ
イ
ン
ド
／
テ
ổ
プ
／
使
わ
な
い
一
枚
の
保
存 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(70

Ộ80

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 

 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 



21 

現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
二
つ
の
読
み
方 

問
三 
同
じ
行
動
か
ら
成
り
立
つ
二
つ
の
見
方 

亜
希
が
金
属
の
定
規
を
机
に
残
し
た
行
動
に
は
、
ど
の
よ
う
な
二
つ
の
読
み
取
り
方
が
成
り
立
つ
か
。
そ
れ
ぞ

れ
固
有
の
根
拠
を
示
し
、80

Ộ90

字
で
書
き
な
さ
い
。 

準
備
メ
モ 

〈
見
方A

〉
普
段
は
持
ち
帰
る
・
「
じ
Ỷ
あ
明
日
」 

〈
見
方B

〉
重
し
・
先
に
決
め
て
よ
い
と
い
う
メ
モ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(80

Ộ90

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 

 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 



22 

現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
二
つ
の
読
み
方 

問
四 
二
つ
の
見
方
と
共
通
す
る
こ
と 

亜
希
が
戻
る
と
い
う
見
方
と
、
直
へ
判
断
を
預
け
る
と
い
う
見
方
が
と
も
に
成
り
立
つ
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、

ど
ち
ら
の
見
方
で
も
強
く
言
え
る
こ
と
は
何
か
。90

Ộ100

字
で
書
き
な
さ
い
。 

準
備
メ
モ 

〈
二
つ
が
残
る
理
由
〉
再
訪
の
印
／
引
継
ぎ
の
言
葉 

〈
共
通
〉
作
業
を
守
り
、
途
切
れ
さ
せ
な
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(90

Ộ100

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 

 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
二
つ
の
読
み
方 

解
答
・
解
説 

本
文
・
資
料
の
流
れ 

第
一
Ộ
第
三
段
落 

異
な
る
題
名
を
推
す
二
人
の
作
業
と
、
亜
希
が
普
段
持
ち
帰
る
定
規
が
描
か
れ
る
。 

第
四
Ộ
第
九
段
落 

翌
朝
の
予
定
を
話
し
た
後
、
亜
希
は
カ
ổ
ド
と
道
具
を
整
え
、
直
が
先
に
作
業
で
き
る
言

葉
を
残
す
。 

第
十
Ộ
第
十
二
段
落 

直
は
机
と
入
口
を
行
き
来
す
る
が
、
そ
の
夜
に
は
一
枚
を
選
ば
な
い
。
定
規
を
残
し
た

意
図
は
語
ら
れ
な
い
。 

次
頁
か
ら
、
問
い
が
求
め
る
結
論
の
確
か
さ
、
根
拠
の
つ
な
が
り
、
本
文
だ
け
で
は
決
め
ら
れ
な
い
点
を
一
問
ず
つ
確
か
め
ま
す
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
二
つ
の
読
み
方 

問
一 
残
さ
れ
た
物
と
こ
と
ば 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
後
の
解
釈
の
土
台
と
な
る
物
の
配
置
と
、
明
示
さ
れ
た
依
頼
を
正
確
に
ま
と
め
る
。 

根
拠 

第
六
段
落
の
保
護
紙
と
定
規
、
第
七
段
落
の
メ
モ
と
新
し
い
テ
ổ
プ
、
第
八
段
落
の
「
進
め
て
お
い
て
」
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

物
を
保
護
し
作
業
道
具
を
置
く
行
動
と
、
先
に
来
た
人
へ
選
択
を
認
め
る
言
葉
が
一
つ
の
引

継
ぎ
を
作
る
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

亜
希
が
残
し
た
物
と
頼
ん
だ
作
業
は
確
定
で
き
る
。
定
規
を
残
し
た
最
終
的
な

意
図
ま
で
は
、
こ
こ
で
は
決
め
な
い
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

物
の
状
態
を
先
に
示
し
、
後
半
で
直
へ
任
せ
た
判
断
と
保
存
条
件
を
書
く
。 

模
範
解
答 

亜
希
は
保
護
紙
を
か
け
た
二
枚
の
カ
ổ
ド
を
定
規
で
押
さ
え
、
新
し
い
テ
ổ
プ
を
置
き
、
先
に
来

た
直
へ
、
使
う
一
枚
を
選
ん
で
貼
り
、
他
方
を
残
す
よ
う
任
せ
た
。
(63

字
) 

別
解
例
① 

亜
希
は
二
枚
の
カ
ổ
ド
を
保
護
紙
と
定
規
で
押
さ
え
、
予
備
の
テ
ổ
プ
を
残
し
、
先
に
来
た
直
に
、

使
う
一
枚
を
決
め
て
貼
り
、
他
方
は
保
存
す
る
よ
う
頼
ん
だ
。
(62

字
) 

別
解
例
② 

亜
希
は
カ
ổ
ド
二
枚
を
保
護
し
て
定
規
と
テ
ổ
プ
を
机
に
置
き
、
直
へ
、
使
う
一
枚
を
選
ん
で
台

紙
に
貼
り
、
残
る
一
枚
も
作
業
後
に
捨
て
ず
に
お
く
よ
う
任
せ
た
。
(63

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

二
枚
の
カ
ổ
ド
が
保
護
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
書
い
た
か
。 

□ 

定
規
ま
た
は
テ
ổ
プ
と
、
作
業
を
続
け
る
準
備
に
触
れ
た
か
。 

□ 

直
へ
任
せ
た
内
容
を
、
意
図
の
推
測
と
区
別
し
て
示
し
た
か
。 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

「
亜
希
は
直
に
す
べ
て
任
せ
た
」
と
広
げ
る
と
、
使
わ
な
い
一
枚
を
残
す
と
い
う
条
件
や
、
翌

日
戻
る
可
能
性
が
抜
け
る
。 



25 

現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
二
つ
の
読
み
方 

問
二 
成
立
し
に
く
い
解
釈 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
可
能
性
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
本
文
の
反
証
か
ら
成
立
し
な
い
解
釈
を
退
け
る
。 

根
拠 

第
六
Ộ
第
九
段
落
で
、
カ
ổ
ド
を
保
護
し
、
テ
ổ
プ
を
補
い
、
日
差
し
を
避
け
、
使
わ
な
い
一
枚
も
残
す

よ
う
頼
む
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

完
成
物
と
残
る
案
の
両
方
を
守
り
、
次
の
作
業
を
可
能
に
す
る
行
動
は
、
関
心
を
失
ỵ
て
放

置
す
る
態
度
と
合
わ
な
い
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

関
心
を
失
ỵ
た
と
い
う
見
方
は
退
け
ら
れ
る
が
、
本
人
が
戻
る
か
直
へ
任
せ
る

か
は
な
お
二
通
り
残
る
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

具
体
的
な
行
動
を
二
つ
以
上
並
べ
、
そ
れ
ら
が
〈
投
げ
出
し
た
〉
と
い
う
結
論
と
ど
う
矛

盾
す
る
か
を
書
く
。 

模
範
解
答 

亜
希
は
カ
ổ
ド
を
保
護
し
、
夕
日
を
避
け
る
た
め
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
下
ろ
し
、
テ
ổ
プ
も
補
ỵ
て
い

る
。
使
わ
な
い
一
枚
の
保
存
ま
で
頼
み
、
次
の
作
業
を
整
え
る
行
動
は
放
棄
と
は
合
わ
な
い
。
(73

字
) 

別
解
例
① 

二
枚
を
保
護
紙
と
定
規
で
守
り
、
新
し
い
テ
ổ
プ
を
用
意
し
た
う
え
、
残
る
案
も
捨
て
な
い
よ
う

伝
え
て
い
る
。
完
成
へ
向
け
た
準
備
が
十
分
に
そ
ろ
い
、
関
心
を
失
ỵ
た
と
は
読
み
に
く
い
。
(73

字
) 

別
解
例
② 

亜
希
は
カ
ổ
ド
の
端
を
そ
ろ
え
、
日
差
し
を
防
ぎ
、
作
業
を
続
け
る
道
具
を
残
し
て
い
る
。
ど
の

案
も
作
業
後
ま
で
き
ち
ん
と
保
存
す
る
依
頼
が
あ
り
、
案
内
板
を
軽
ん
じ
た
と
は
言
え
な
い
。
(73

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

亜
希
の
具
体
的
な
行
動
を
二
つ
以
上
使
ỵ
た
か
。 

□ 

行
動
と
〈
関
心
を
失
ỵ
た
〉
と
い
う
見
方
の
不
一
致
を
説
明
し
た
か
。 

□ 

戻
る
と
い
う
見
方
か
任
せ
る
と
い
う
見
方
か
を
、
こ
こ
で
無
理
に
一
つ
へ
決
め
て
い
な
い
か
。 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

声
の
調
子
だ
け
で
「
怒
ỵ
て
い
な
い
」
と
決
め
る
よ
り
、
物
を
守
り
作
業
を
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
複
数
の
行
動
を
使
う
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
二
つ
の
読
み
方 

問
三 
同
じ
行
動
か
ら
成
り
立
つ
二
つ
の
見
方 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
一
つ
の
行
動
に
つ
い
て
、
異
な
る
本
文
記
述
に
支
え
ら
れ
た
二
つ
の
解
釈
の
筋
道
を
並
べ
る
。 

根
拠 

第
三
段
落
の
定
規
を
持
ち
帰
る
習
慣
と
第
八
段
落
の
別
れ
の
言
葉
、
第
六
段
落
の
浮
い
た
カ
ổ
ド
を
押
さ

え
る
置
き
方
と
第
七
段
落
の
メ
モ
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

私
物
を
残
す
例
外
性
は
再
訪
と
い
う
見
方
を
支
え
、
実
用
的
な
配
置
と
依
頼
は
引
継
ぎ
と
い

う
見
方
を
支
え
る
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

ど
ち
ら
も
本
文
に
根
拠
が
あ
る
。
定
規
だ
け
を
見
て
、
一
方
を
唯
一
の
意
図
と

断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

「
一
方
」
を
用
い
て
二
つ
の
見
方
を
対
照
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
根
拠
を
一
つ
以
上
対

応
さ
せ
る
。 

模
範
解
答 

普
段
は
持
ち
帰
る
定
規
と
「
じ
Ỷ
あ
、
明
日
」
か
ら
、
亜
希
が
翌
朝
戻
ỵ
て
確
認
す
る
印
と
も
読

め
る
。
一
方
、
定
規
を
カ
ổ
ド
の
重
し
に
し
、
先
に
選
ぶ
よ
う
頼
ん
だ
メ
モ
か
ら
、
直
へ
の
引
継
ぎ
と
も
読
め

る
。
(81

字
) 

別
解
例
① 

普
段
は
持
ち
帰
る
定
規
を
残
し
た
こ
と
は
、
翌
日
ま
た
作
業
す
る
意
思
を
支
え
る
。
一
方
、
二
枚

を
押
さ
え
る
実
用
的
な
置
き
方
と
、
先
に
選
ん
で
よ
い
と
い
う
メ
モ
は
、
直
に
決
定
を
預
け
た
見
方
を
支
え
る
。

(80

字
) 

別
解
例
② 

大
切
な
定
規
と
「
じ
Ỷ
あ
、
明
日
」
は
、
亜
希
が
翌
朝
戻
る
目
印
と
も
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
定

規
で
カ
ổ
ド
を
守
り
、
先
に
一
枚
を
貼
ỵ
て
よ
い
と
書
い
た
こ
と
は
、
最
終
作
業
を
直
へ
託
す
印
と
も
読
め
る
。

(80

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

戻
る
と
い
う
見
方
と
、
直
へ
任
せ
る
と
い
う
見
方
の
二
つ
を
示
し
た
か
。 

□ 

二
つ
の
見
方
を
、
異
な
る
本
文
記
述
で
支
え
た
か
。 

□ 

定
規
の
意
味
を
亜
希
の
唯
一
の
意
図
と
し
て
断
定
し
て
い
な
い
か
。 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

二
つ
の
結
論
を
並
べ
て
も
、
両
方
を
「
定
規
が
あ
る
か
ら
」
だ
け
で
支
え
る
と
、
異
な
る
解
釈

の
筋
道
に
は
な
ら
な
い
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
二
つ
の
読
み
方 

問
四 
二
つ
の
見
方
と
共
通
す
る
こ
と 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
二
つ
の
見
方
を
支
え
る
根
拠
を
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
さ
せ
た
う
え
で
、
そ
の
違
い
を
越
え
て
共
通
す

る
結
論
を
ま
と
め
る
。 

根
拠 

定
規
を
普
段
は
持
ち
帰
る
こ
と
と
別
れ
の
言
葉
、
選
択
を
認
め
る
メ
モ
と
遅
れ
る
可
能
性
、
カ
ổ
ド
保
護

と
テ
ổ
プ
の
準
備
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

再
訪
と
引
継
ぎ
は
今
後
の
担
当
に
つ
い
て
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
案
内
板
を
完
成
へ
進
め
、

二
案
を
粗
末
に
し
な
い
行
動
で
あ
る
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

二
つ
の
見
方
は
両
立
し
う
る
。
亜
希
が
ど
ち
ら
を
主
に
意
図
し
た
か
は
決
ま
ら

な
い
が
、
作
業
と
両
案
を
大
切
に
し
た
こ
と
は
強
く
言
え
る
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

一
文
目
で
二
つ
が
残
る
根
拠
を
対
比
し
、
二
文
目
で
共
通
し
て
言
え
る
行
動
の
方
向
を
示

す
。 

模
範
解
答 

普
段
持
ち
帰
る
定
規
と
翌
日
を
示
す
言
葉
は
再
訪
を
支
え
る
が
、
選
択
を
任
せ
る
メ
モ
は
引
継
ぎ

を
支
え
る
た
め
、
二
つ
が
残
る
。
た
だ
し
、
ど
ち
ら
で
も
カ
ổ
ド
と
道
具
を
整
え
、
作
業
を
途
切
れ
さ
せ
ず
両

案
を
守
ろ
う
と
し
た
点
は
共
通
す
る
。
(94

字
) 

別
解
例
① 

定
規
を
残
す
例
外
的
な
行
動
か
ら
は
戻
る
意
思
が
、
到
着
の
遅
れ
と
メ
モ
か
ら
は
直
へ
託
す
意
思

が
読
め
る
。
最
終
担
当
は
決
ま
ら
な
い
が
、
カ
ổ
ド
を
保
護
し
て
道
具
を
補
い
、
案
内
板
を
進
め
、
使
わ
な
い

案
も
保
存
す
る
方
向
は
確
か
で
あ
る
。
(94

字
) 

別
解
例
② 

「
じ
Ỷ
あ
、
明
日
」
と
私
物
の
定
規
は
再
び
来
る
見
方
を
、
先
に
貼
ỵ
て
よ
い
と
の
依
頼
は
任
せ

る
見
方
を
支
え
る
。
ど
ち
ら
を
取
ỵ
て
も
、
カ
ổ
ド
を
保
護
し
道
具
を
用
意
し
た
亜
希
が
、
作
業
の
継
続
と
二

案
の
保
存
を
望
ん
だ
こ
と
は
強
く
言
え
る
。
(96

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

二
つ
の
見
方
が
成
り
立
つ
根
拠
を
、
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
か
。 

□ 

誰
が
決
め
る
つ
も
り
だ
ỵ
た
か
を
一
つ
に
固
定
し
て
い
な
い
か
。 

□ 

両
方
に
共
通
す
る
作
業
の
継
続
と
カ
ổ
ド
の
保
護
を
書
い
た
か
。 
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答
案
で
注
意
し
た
い
点 

「
二
つ
の
見
方
が
あ
る
の
で
何
も
分
か
ら
な
い
」
と
せ
ず
、
異
な
る
点
と
、
根
拠
か
ら
共
通
し

て
言
え
る
点
を
明
ら
か
に
す
る
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
不
作
為
と
仮
定 

第
三
章 
起
こ
ら
な
か
ỵ
た
こ
と 

こ
の
章
で
身
に
つ
け
る
力 
起
き
た
出
来
事
と
、
起
き
な
か
ỵ
た
行
動
を
区
別
し
、
不
作
為
が
場
の
流
れ
へ
与
え
た
働
き

を
読
み
取
り
な
が
ら
、
反
対
の
行
動
を
取
ỵ
た
場
合
の
結
果
は
断
定
し
な
い
。 

本
文
の
団
体
・
人
物
・
番
組
は
す
べ
て
架
空
で
す
。
段
落
番
号
は
、
設
問
で
根
拠
を
確
か
め
る
た
め
に
編
集
上
付
し
た
も
の
で
す
。 

読
み
始
め
る
前
に 

〈
実
際
に
起
き
た
こ
と
〉
〈
起
き
な
か
ỵ
た
行
動
〉
〈
そ
こ
か
ら
強
く
言
え
る
こ
と
〉
〈
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
〉
を
区
別
し
て
整
理

し
、
仮
定
を
実
際
の
結
果
に
混
ぜ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。 

一 

起
き
た
こ
と 

会
議
の
発
言
、
記
録
、
編
集
後
の
結
果
を
時
点
順
に
取
る
。 

二 

起
き
な
か
ỵ
た
こ
と 

新
井
が
し
な
か
ỵ
た
発
言
と
提
示
し
な
か
ỵ
た
資
料
を
特
定
す
る
。 

三 

言
え
る
こ
と 

沈
黙
が
実
際
の
決
定
過
程
で
果
た
し
た
働
き
を
書
く
。 

四 

決
め
ら
れ
な
い
こ
と 

沈
黙
の
理
由
と
、
発
言
が
あ
ỵ
た
場
合
の
結
論
を
区
別
す
る
。 
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本
文
・
資
料 

① 

録
音
室
の
予
約
札
を
裏
返
す
と
、
瀬
田
は
机
に
時
計
を
置
い
た
。
地
域
の
言
葉
を
紹
介
す
る
音
声
番

組
を
、
四
人
で
作
ỵ
て
い
た
。
十
二
の
短
い
朗
読
を
つ
な
い
で
二
十
分
以
内
に
し
、
翌
日
の
午
後
ま
で
に
完

成
デ
ổ
タ
を
送
る
。
瀬
田
が
進
行
し
、
木
田
が
音
声
を
編
集
す
る
。
朗
読
者
の
一
人
で
あ
る
新
井
は
台
本
を

持
ち
、
久
野
は
再
生
時
間
の
記
録
を
開
い
た
。 

② 

通
し
て
聞
き
終
え
る
と
、
画
面
に
は
二
十
分
四
十
二
秒
と
表
示
さ
れ
た
。 

③ 

木
田
は
編
集
画
面
を
拡
大
し
た
。
十
二
の
朗
読
の
間
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
秒
の
無
音
部
分
が
あ
る
。

「
こ
こ
の
十
一
箇
所
を
詰
め
れ
ば
、
四
十
四
秒
短
く
な
り
ま
す
。
本
文
は
一
つ
も
削
ら
ず
に
済
み
ま
す
」
久

野
は
記
録
用
紙
の
隅
に
計
算
を
書
き
、
「
そ
れ
な
ら
入
る
」
と
言
ỵ
た
。
瀬
田
は
翌
朝
の
予
約
時
刻
を
確
か

め
た
。
録
音
室
が
使
え
る
の
は
三
十
分
だ
け
だ
ỵ
た
。 

④ 

新
井
の
手
元
に
は
、
前
週
の
試
聴
メ
モ
が
あ
ỵ
た
。
二
秒
の
間
を
置
い
た
版
と
四
秒
の
間
を
置
い
た

版
を
、
協
力
者
二
人
に
聞
い
て
も
ら
ỵ
た
記
録
だ
ỵ
た
。
二
秒
版
の
欄
に
は
、
話
し
手
が
替
わ
ỵ
た
こ
と
に

気
づ
き
に
く
か
ỵ
た
二
箇
所
に
印
が
あ
る
。
四
秒
版
の
欄
に
は
、
二
人
と
も
十
二
の
朗
読
を
区
別
で
き
た
と

書
い
て
あ
る
。
試
し
た
⾧
さ
は
そ
の
二
種
類
だ
け
だ
ỵ
た
。
新
井
は
紙
の
上
端
を
台
本
に
そ
ろ
え
、
一
行
目

に
指
を
置
い
た
。 

⑤ 

「
間
を
詰
め
る
案
で
、
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」 

瀬
田
が
尋
ね
た
。
木
田
は
編
集
画
面
を
開
い
た
ま
ま
、
新
井
と
久
野
を
順
に
見
た
。 

⑥ 

誰
も
話
さ
な
か
ỵ
た
。
三
秒
ほ
ど
し
て
廊
下
を
台
車
が
通
り
、
久
野
が
時
計
へ
目
を
移
し
た
。 

⑦ 

新
井
は
試
聴
メ
モ
を
半
分
に
折
り
、
台
本
の
下
へ
入
れ
た
。
瀬
田
は
「
で
は
、
そ
れ
で
進
め
ま
し
Ỹ

う
」
と
言
い
、
会
議
の
記
録
へ
「
朗
読
間
の
四
秒
を
削
除
。
本
文
は
全
て
残
す
」
と
入
力
し
た
。
木
田
は
作

業
用
の
デ
ổ
タ
を
複
製
し
た
。
久
野
が
翌
朝
の
集
合
時
刻
を
読
み
上
げ
、
新
井
も
手
帳
を
出
し
た
。
メ
モ
の

こ
と
を
尋
ね
る
人
は
い
な
か
ỵ
た
。 
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⑧ 
そ
の
夜
、
木
田
か
ら
新
し
い
デ
ổ
タ
が
届
い
た
。
翌
朝
、
四
人
で
再
生
す
る
と
、
十
九
分
五
十
八
秒

で
終
わ
ỵ
た
。
久
野
は
時
間
の
欄
に
丸
を
付
け
た
あ
と
、
台
本
の
三
つ
目
の
終
わ
り
へ
戻
ỵ
た
。
「
こ
こ
、

今
ど
こ
を
読
ん
で
い
る
の
か
と
思
ỵ
た
」
。
前
の
朗
読
の
最
後
と
次
の
題
名
の
間
が
な
く
、
ひ
と
続
き
に
聞

こ
え
た
と
言
ỵ
た
。
八
つ
目
の
前
で
も
台
本
を
一
度
め
く
り
損
ね
て
い
た
。
新
井
は
そ
の
箇
所
か
ら
聞
き
直

し
た
。 

⑨ 

木
田
が
次
の
題
名
を
読
む
部
分
の
音
量
を
上
げ
る
と
、
久
野
は
台
本
を
指
で
た
ど
り
な
が
ら
も
う
一

度
聞
い
た
。
瀬
田
は
送
付
先
の
画
面
を
開
き
、
フ
Ỻ
イ
ル
名
を
確
認
し
て
い
る
。
間
の
⾧
さ
を
変
え
る
話
は

出
ず
、
十
二
の
朗
読
は
す
べ
て
残
ỵ
た
。
最
後
の
確
認
欄
に
は
、
十
九
分
五
十
八
秒
と
記
さ
れ
た
。 

⑩ 

数
日
後
、
届
い
た
感
想
を
瀬
田
が
五
枚
印
刷
し
て
持
ỵ
て
き
た
。
「
短
く
区
切
ら
れ
て
い
て
聞
き
や

す
か
ỵ
た
」
と
書
か
れ
た
紙
の
次
に
、
「
話
し
手
が
替
わ
ỵ
た
と
こ
ろ
を
一
度
聞
き
逃
し
た
」
と
書
か
れ
た

紙
が
あ
ỵ
た
。
木
田
は
一
枚
ず
つ
読
み
、
「
時
間
に
は
収
ま
ỵ
て
よ
か
ỵ
た
」
と
言
ỵ
た
。
久
野
は
次
回
の

記
録
を
開
い
た
。 

⑪ 

瀬
田
が
、
空
い
た
行
へ
「
間
の
⾧
さ
を
別
に
試
す
」
と
書
き
込
ん
だ
。 

⑫ 

新
井
は
鞄
か
ら
、
折
ỵ
た
ま
ま
の
試
聴
メ
モ
を
出
し
た
。
「
そ
れ
、
前
の
試
聴
の
？
」
と
久
野
が
聞

い
た
。
新
井
は
う
な
ず
い
て
紙
を
広
げ
、
机
の
上
へ
置
い
た
。
久
野
は
二
秒
版
の
欄
と
四
秒
版
の
欄
を
見
比

べ
た
。 

⑬ 

「
こ
れ
も
一
緒
に
し
て
お
こ
う
」 

新
井
が
言
ỵ
た
。
会
議
の
記
録
を
入
れ
た
箱
は
、
も
う
ふ
た
が
閉
じ
ら
れ
て
い
た
。
新
井
は
そ
れ
を
開
け
、

日
付
の
順
を
確
か
め
て
メ
モ
を
挟
ん
だ
。
折
り
目
の
つ
い
た
端
が
持
ち
上
が
り
、
久
野
が
上
か
ら
そ
ỵ
と
押

さ
え
た
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
不
作
為
と
仮
定 

設
問 

問
一 

実
際
に
起
き
た
変
化 

朗
読
の
間
を
詰
め
る
決
定
に
よ
ỵ
て
、
番
組
に
は
実
際
に
ど
の
よ
う
な
結
果
が
生
じ
た
か
。
時
間
と
聞
き
分
け

の
両
方
に
触
れ
、70

Ộ80

字
で
書
き
な
さ
い
。 

準
備
メ
モ 

〈
時
間
〉
十
九
分
五
十
八
秒
／
〈
内
容
〉
十
二
の
朗
読
を
維
持 

〈
区
切
り
〉
ひ
と
続
き
に
聞
こ
え
る
・
め
く
り
損
ね
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(70

Ộ80

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 
 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
不
作
為
と
仮
定 

問
二 
発
言
し
な
か
ỵ
た
こ
と
の
働
き 

新
井
が
試
聴
メ
モ
を
示
さ
ず
、
異
論
も
述
べ
な
か
ỵ
た
こ
と
は
、
そ
の
場
の
決
定
に
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
た

か
。
新
井
だ
け
を
原
因
に
せ
ず
、80

Ộ90

字
で
書
き
な
さ
い
。 

準
備
メ
モ 

〈
不
作
為
〉
資
料
を
出
さ
な
い
・
異
論
な
し 

〈
場
の
変
化
〉
反
対
の
な
い
案
と
し
て
記
録
・
編
集
へ
移
行 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(80

Ộ90

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 

 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 



34 

現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
不
作
為
と
仮
定 

問
三 
別
の
行
動
を
取
ỵ
た
場
合
の
境
界 

新
井
が
会
議
で
試
聴
メ
モ
を
示
し
て
い
た
場
合
に
つ
い
て
、
本
文
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
、
事
実
の
よ
う
に

は
言
え
な
い
こ
と
を
区
別
し
、90

Ộ100

字
で
書
き
な
さ
い
。 

準
備
メ
モ 

〈
考
え
ら
れ
る
〉
別
案
を
検
討
す
る
機
会 

〈
言
え
な
い
〉
四
秒
を
維
持
／
必
ず
聞
き
や
す
く
な
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(90

Ộ100

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 

 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
不
作
為
と
仮
定 

問
四 
不
作
為
が
残
し
た
も
の 

新
井
が
発
言
し
な
か
ỵ
た
こ
と
は
場
の
流
れ
へ
何
を
も
た
ら
し
た
か
。
ま
た
、
新
井
が
発
言
し
な
か
ỵ
た
理
由

に
つ
い
て
何
が
決
め
ら
れ
な
い
か
。
本
文
全
体
を
踏
ま
え
、100

Ộ110

字
で
書
き
な
さ
い
。 

準
備
メ
モ 

〈
働
き
〉
反
対
な
し
・
即
時
編
集
・
別
の
試
し
方
は
次
回 

〈
原
因
〉
資
料
へ
の
評
価
／
時
間
へ
の
配
慮
な
ど
未
確
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(100

Ộ110

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 
 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
不
作
為
と
仮
定 

解
答
・
解
説 

本
文
・
資
料
の
流
れ 

第
一
Ộ
第
四
段
落 

二
十
分
の
制
限
と
短
縮
案
が
示
さ
れ
る
。
新
井
は
、
間
の
⾧
さ
と
聞
き
分
け
を
比
べ
た
試

聴
メ
モ
を
持
ỵ
て
い
る
。 

第
五
Ộ
第
七
段
落 

異
論
を
尋
ね
ら
れ
て
も
発
言
は
な
く
、
試
聴
結
果
が
話
し
合
わ
れ
な
い
ま
ま
短
縮
が
決
ま

る
。 

第
八
・
第
九
段
落 

時
間
に
は
収
ま
る
が
、
区
切
り
を
聞
き
取
り
に
く
い
箇
所
が
あ
り
、
音
量
が
調
整
さ
れ
る
。 

第
十
Ộ
第
十
三
段
落 

異
な
る
感
想
が
届
き
、
間
の
⾧
さ
の
検
討
は
次
回
の
記
録
に
残
る
。
試
聴
メ
モ
は
後
か

ら
保
存
さ
れ
る
。 

次
頁
か
ら
、
問
い
が
求
め
る
結
論
の
確
か
さ
、
根
拠
の
つ
な
が
り
、
本
文
だ
け
で
は
決
め
ら
れ
な
い
点
を
一
問
ず
つ
確
か
め
ま
す
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
不
作
為
と
仮
定 

問
一 
実
際
に
起
き
た
変
化 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
仮
定
を
交
え
ず
、
決
定
後
に
本
文
で
確
認
で
き
る
利
点
と
問
題
を
ま
と
め
る
。 

根
拠 

第
八
・
第
九
段
落
の
十
九
分
五
十
八
秒
、
朗
読
を
全
て
残
し
た
こ
と
、
久
野
が
区
切
り
を
聞
き
取
り
に
く

く
台
本
を
め
く
り
損
ね
た
こ
と
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

間
を
削
ỵ
た
こ
と
で
時
間
は
短
く
な
ỵ
た
が
、
朗
読
ど
う
し
の
境
目
も
狭
ま
り
、
切
替
え
に

問
題
が
生
じ
た
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

時
間
が
収
ま
り
切
替
え
の
問
題
が
起
き
た
こ
と
は
確
定
で
き
る
。
公
開
後
の
全

員
が
聞
き
に
く
か
ỵ
た
と
は
言
え
な
い
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

時
間
と
内
容
の
結
果
を
先
に
示
し
、
「
一
方
」
で
切
替
え
の
問
題
を
対
に
す
る
。 

模
範
解
答 

再
生
時
間
は
十
九
分
五
十
八
秒
に
な
り
、
十
二
の
朗
読
も
残
ỵ
た
。
一
方
、
久
野
に
は
前
の
朗
読

と
次
の
題
名
が
ひ
と
続
き
に
聞
こ
え
、
別
の
区
切
り
で
も
台
本
を
め
く
り
損
ね
る
問
題
が
生
じ
た
。
(75

字
) 

別
解
例
① 

十
二
の
朗
読
を
削
ら
ず
二
十
分
以
内
に
収
め
ら
れ
た
が
、
久
野
は
朗
読
の
切
替
わ
り
を
追
い
に
く

く
な
ỵ
た
。
前
の
朗
読
と
次
の
題
名
が
続
い
て
聞
こ
え
、
八
つ
目
の
前
で
も
台
本
を
め
く
り
損
ね
た
。
(76

字
) 

別
解
例
② 

番
組
は
全
て
の
朗
読
を
残
し
た
ま
ま
十
九
分
五
十
八
秒
に
短
く
な
ỵ
た
。
し
か
し
、
久
野
が
前
の

朗
読
と
次
の
題
名
を
ひ
と
続
き
に
聞
き
、
別
の
箇
所
で
も
台
本
を
め
く
り
損
ね
る
結
果
が
生
じ
た
。
(75
字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

二
十
分
以
内
に
収
ま
り
、
十
二
の
朗
読
が
残
ỵ
た
こ
と
を
書
い
た
か
。 

□ 

切
替
え
で
実
際
に
起
き
た
問
題
を
一
つ
以
上
示
し
た
か
。 

□ 

公
開
後
の
全
て
の
聞
き
手
へ
結
果
を
広
げ
て
い
な
い
か
。 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

「
間
を
詰
め
た
た
め
番
組
は
失
敗
し
た
」
と
評
価
す
る
と
、
時
間
内
に
収
ま
り
全
朗
読
を
残
せ

た
結
果
を
落
と
し
て
し
ま
う
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
不
作
為
と
仮
定 

問
二 
発
言
し
な
か
ỵ
た
こ
と
の
働
き 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
不
作
為
が
意
思
決
定
へ
与
え
た
実
際
の
働
き
を
示
し
つ
つ
、
決
定
の
全
責
任
を
一
人
へ
集
め
な
い
。 

根
拠 

第
四
Ộ
第
七
段
落
で
、
新
井
が
試
聴
メ
モ
を
持
ち
な
が
ら
発
言
せ
ず
、
瀬
田
が
短
縮
の
決
定
を
記
録
し
た

こ
と
。
第
三
段
落
の
期
限
と
録
音
室
の
制
約
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

反
対
材
料
が
会
議
に
現
れ
な
か
ỵ
た
た
め
、
提
示
さ
れ
た
案
は
追
加
検
討
な
く
合
意
さ
れ
た

形
に
な
り
、
作
業
へ
移
ỵ
た
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

沈
黙
が
決
定
を
進
め
た
働
き
は
言
え
る
が
、
案
を
出
し
た
木
田
、
確
認
し
た
瀬

田
、
締
切
な
ど
ほ
か
の
要
因
も
あ
る
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

新
井
の
不
作
為
と
会
議
の
進
行
を
因
果
で
結
び
、
最
後
に
決
定
が
複
数
人
の
過
程
だ
ỵ
た

こ
と
を
残
す
。 

模
範
解
答 

新
井
が
メ
モ
も
異
論
も
示
さ
な
か
ỵ
た
た
め
、
間
を
詰
め
る
案
は
反
対
が
な
い
も
の
と
し
て
記
録

さ
れ
、
す
ぐ
編
集
へ
移
ỵ
た
。
た
だ
し
、
決
定
に
は
木
田
の
提
案
や
瀬
田
の
進
行
、
迫
る
締
切
も
関
わ
ỵ
て
い

る
。
(81

字
) 

別
解
例
① 

試
聴
結
果
が
会
議
に
出
ず
沈
黙
が
続
い
た
こ
と
で
、
木
田
の
案
は
合
意
さ
れ
た
形
と
な
り
、
そ
の

夜
の
作
業
へ
進
ん
だ
。
た
だ
し
、
新
井
一
人
で
な
く
、
提
案
と
進
行
や
翌
日
の
締
切
も
決
定
に
関
わ
ỵ
て
い
る
。

(80

字
) 

別
解
例
② 

新
井
の
不
発
言
は
、
別
の
検
討
材
料
を
場
に
出
さ
ず
、
提
案
を
異
論
の
な
い
決
定
と
し
て
前
へ
進

め
る
働
き
を
し
た
。
一
方
、
木
田
の
提
案
、
瀬
田
の
進
行
、
迫
る
翌
日
の
締
切
も
そ
の
決
定
に
関
わ
ỵ
て
い
る
。

(80

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

試
聴
メ
モ
と
異
論
が
会
議
に
出
な
か
ỵ
た
こ
と
を
書
い
た
か
。 

□ 

反
対
の
な
い
決
定
と
し
て
記
録
さ
れ
、
作
業
へ
移
ỵ
た
流
れ
を
示
し
た
か
。 

□ 

新
井
だ
け
を
決
定
の
原
因
や
責
任
者
に
し
て
い
な
い
か
。 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

沈
黙
に
働
き
が
あ
ỵ
て
も
、
「
新
井
が
番
組
を
聞
き
に
く
く
し
た
」
と
結
果
の
全
て
を
一
人
へ

帰
す
こ
と
は
で
き
な
い
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
不
作
為
と
仮
定 

問
三 
別
の
行
動
を
取
ỵ
た
場
合
の
境
界 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
起
き
な
か
ỵ
た
行
動
の
可
能
な
働
き
と
、
そ
の
後
の
結
論
を
保
証
で
き
な
い
境
界
を
示
す
。 

根
拠 

第
四
段
落
の
二
秒
版
と
四
秒
版
の
試
聴
結
果
と
協
力
者
数
、
第
一
・
第
三
段
落
の
期
限
と
利
用
時
間
、
第

五
Ộ
第
七
段
落
の
決
定
過
程
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

メ
モ
の
提
示
は
検
討
材
料
を
増
や
す
が
、
そ
の
資
料
だ
け
で
会
議
の
選
択
や
公
開
後
の
受
け

取
ら
れ
方
は
決
定
し
な
い
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

検
討
が
開
か
れ
た
可
能
性
は
言
え
る
。
間
の
維
持
、
別
箇
所
の
削
除
、
番
組
の

改
善
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

前
半
で
生
じ
得
た
検
討
を
示
し
、
「
し
か
し
」
で
保
証
さ
れ
な
い
結
論
を
具
体
的
に
列
挙

す
る
。 

模
範
解
答 

メ
モ
が
示
さ
れ
れ
ば
、
間
の
⾧
さ
や
別
の
削
り
方
を
検
討
す
る
機
会
は
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
試
聴
者
は
二
人
だ
け
で
他
の
⾧
さ
も
試
し
て
お
ら
ず
、
四
秒
が
必
ず
残
り
、
切
替
え
が
改
善
し
た
と

は
本
文
か
ら
断
定
で
き
な
い
。
(92

字
) 

別
解
例
① 

新
井
の
発
言
に
よ
り
二
秒
版
と
四
秒
版
の
違
い
が
議
題
に
な
ỵ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
試
聴
者
は

二
人
だ
け
だ
ỵ
た
。
会
議
が
四
秒
を
選
ん
だ
か
、
別
の
部
分
を
削
ỵ
た
か
、
同
じ
結
論
に
し
た
か
、
そ
の
結
果

を
変
え
た
か
も
決
め
ら
れ
な
い
。
(92

字
) 

別
解
例
② 

試
聴
結
果
の
共
有
は
、
間
を
詰
め
る
案
を
見
直
し
、
別
の
削
り
方
を
検
討
す
る
材
料
に
な
り
得
た
。

た
だ
し
、
協
力
者
は
二
人
で
他
の
⾧
さ
を
試
し
て
お
ら
ず
、
発
言
す
れ
ば
番
組
が
最
終
的
に
必
ず
聞
き
や
す
く

な
ỵ
た
と
は
言
え
な
い
。
(90

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

発
言
が
検
討
材
料
を
増
や
す
可
能
性
を
書
い
た
か
。 

□ 

会
議
が
選
ん
だ
は
ず
の
結
論
を
断
定
し
て
い
な
い
か
。 

□ 

試
聴
の
規
模
や
期
限
な
ど
、
結
果
を
決
め
ら
れ
な
い
理
由
を
示
し
た
か
。 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

起
こ
ら
な
か
ỵ
た
行
動
を
評
価
す
る
と
き
も
、
「
発
言
し
て
い
れ
ば
全
て
解
決
し
た
」
と
い
う

筋
書
き
を
本
文
の
外
か
ら
作
ら
な
い
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
不
作
為
と
仮
定 

問
四 
不
作
為
が
残
し
た
も
の 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
不
作
為
の
実
際
の
作
用
と
、
行
為
者
の
内
心
に
つ
い
て
残
る
未
確
定
点
を
一
つ
の
答
案
へ
統
合
す

る
。 

根
拠 

第
五
Ộ
第
九
段
落
の
沈
黙
・
決
定
・
編
集
、
第
十
一
Ộ
第
十
三
段
落
の
次
回
記
録
と
後
か
ら
保
存
さ
れ
た

メ
モ
。
沈
黙
の
理
由
を
述
べ
る
発
言
は
な
い
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

発
言
が
な
い
こ
と
で
案
は
即
時
に
進
み
、
別
の
検
討
は
後
へ
回
る
。
た
だ
し
、
外
か
ら
見
え

る
沈
黙
だ
け
で
は
理
由
の
候
補
を
選
べ
な
い
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

場
へ
の
働
き
は
強
く
言
え
る
。
新
井
の
慎
重
さ
、
遠
慮
、
時
間
へ
の
判
断
な
ど
、

沈
黙
の
内
的
な
理
由
は
決
ま
ら
な
い
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

前
半
で
決
定
過
程
へ
の
働
き
を
述
べ
、
後
半
で
理
由
を
選
べ
な
い
根
拠
と
未
確
定
な
候
補

を
示
す
。 

模
範
解
答 

新
井
の
沈
黙
に
よ
り
、
間
を
詰
め
る
案
は
反
対
な
し
と
し
て
編
集
へ
移
り
、
別
の
⾧
さ
を
試
す
こ

と
は
次
回
へ
送
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
試
聴
メ
モ
を
持
ち
な
が
ら
発
言
し
な
か
ỵ
た
理
由
は
語
ら
れ
ず
、
二
人
の

試
聴
で
は
不
十
分
と
考
え
た
の
か
、
締
切
を
優
先
し
た
の
か
は
決
め
ら
れ
な
い
。
(110

字
) 

別
解
例
① 

試
聴
メ
モ
が
示
さ
れ
な
か
ỵ
た
た
め
、
会
議
は
そ
の
結
果
を
検
討
せ
ず
短
縮
案
を
採
用
し
、
間
の

比
較
は
後
へ
残
ỵ
た
。
た
だ
し
、
新
井
が
資
料
を
弱
い
と
思
ỵ
た
の
か
、
進
行
を
止
め
た
く
な
か
ỵ
た
の
か
は

分
か
ら
な
い
。
沈
黙
と
紙
を
折
る
動
作
だ
け
で
は
、
理
由
を
一
つ
に
選
べ
な
い
。
(110

字
) 

別
解
例
② 

発
言
が
な
か
ỵ
た
こ
と
で
短
縮
案
は
異
論
の
な
い
決
定
と
し
て
作
業
へ
進
み
、
試
聴
結
果
は
後
の

検
討
材
料
に
な
ỵ
た
。
一
方
、
新
井
は
沈
黙
の
理
由
を
説
明
し
て
い
な
い
。
二
人
だ
け
の
試
聴
結
果
へ
の
迷
い

か
、
時
間
へ
の
配
慮
か
を
、
発
言
し
な
か
ỵ
た
行
動
だ
け
で
は
決
め
ら
れ
な
い
。
(110

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

不
作
為
が
決
定
と
作
業
を
進
め
た
働
き
を
書
い
た
か
。 

□ 

別
の
検
討
が
次
回
へ
送
ら
れ
た
こ
と
に
触
れ
た
か
。 

□ 

沈
黙
の
理
由
を
一
つ
に
断
定
せ
ず
、
何
が
不
足
し
て
い
る
か
示
し
た
か
。 
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答
案
で
注
意
し
た
い
点 

不
作
為
を
行
為
と
し
て
読
む
こ
と
と
、
発
言
し
な
か
ỵ
た
人
物
の
性
格
や
責
任
を
決
め
つ
け
る

こ
と
は
別
で
あ
る
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

一
人
称
・
記
憶
と
評
価 

第
四
章 
言
い
す
ぎ
た
夜 

こ
の
章
で
身
に
つ
け
る
力 
語
り
手
が
覚
え
て
い
る
こ
と
、
後
か
ら
意
味
づ
け
た
こ
と
、
記
録
で
確
か
め
ら
れ
る
こ
と
を

区
別
し
、
相
手
の
反
応
に
つ
い
て
複
数
の
読
み
取
り
方
を
根
拠
か
ら
示
す
。 

本
文
の
人
物
・
催
し
・
メ
ỿ
セ
ổ
ジ
は
す
べ
て
架
空
で
す
。
段
落
番
号
は
、
設
問
で
根
拠
を
確
か
め
る
た
め
に
編
集
上
付
し
た
も
の
で

す
。 

読
み
始
め
る
前
に 

〈
起
き
た
と
確
認
で
き
る
こ
と
〉
〈
語
り
手
の
考
え
〉
〈
空
に
つ
い
て
成
り
立
つ
見
方
〉
の
三
つ
に
整
理
し
、
語
り
手
の
記
憶
を
作
品

世
界
の
全
事
実
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。 

一 

確
認
で
き
る
こ
と 

送
信
記
録
、
返
信
、
時
間
、
台
本
の
変
更
を
取
る
。 

二 

語
り
手
の
考
え 

「
受
け
入
れ
た
」
「
責
め
る
調
子
で
は
な
い
」
な
ど
を
、
語
り
手
の
評
価
と
し
て
整
理
す
る
。 

三 

空
に
つ
い
て
成
り
立
つ
見
方 

指
摘
を
受
け
取
ỵ
た
と
い
う
見
方
と
、
そ
の
範
囲
を
区
切
ỵ
た
と
い
う
見
方
を
別
の

根
拠
で
支
え
る
。 

四 

順
序
の
揺
れ 

語
り
手
が
確
か
め
ら
れ
な
い
発
言
・
動
作
を
、
断
定
の
根
拠
に
し
な
い
。 
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本
文
・
資
料 

① 

あ
の
夜
、
最
初
に
「
い
つ
も
」
と
言
ỵ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
「
今
日
の
後
半
は
」
と
言
ỵ
た
後
で
言

い
直
し
た
の
か
、
今
で
は
順
序
が
は
ỵ
き
り
し
な
い
。
「
い
つ
も
」
の
方
だ
け
が
、
大
き
な
声
で
思
い
出
さ

れ
る
。
机
の
傷
や
台
本
の
色
ま
で
見
え
て
く
る
の
に
、
そ
の
前
の
一
文
は
、
思
い
返
す
た
び
に
少
し
違
う
。 

② 

空
と
私
は
、
町
歩
き
の
案
内
役
を
し
て
い
る
。
翌
週
の
催
し
へ
向
け
た
公
開
練
習
で
、
空
の
説
明
は

予
定
の
八
分
を
越
え
、
十
二
分
近
く
に
な
ỵ
た
。
橋
の
名
の
由
来
、
石
の
積
み
方
、
川
幅
が
変
わ
ỵ
た
理
由
。

聞
い
て
い
た
人
か
ら
質
問
が
出
る
と
、
空
は
台
本
に
な
い
こ
と
も
答
え
た
。
橋
を
離
れ
る
時
刻
が
遅
れ
、
最

後
の
場
所
で
は
、
私
が
説
明
し
な
が
ら
皆
を
出
口
へ
促
し
た
。 

③ 

片
づ
け
の
後
、
私
は
橋
を
渡
ỵ
た
後
の
三
分
間
に
丸
を
付
け
た
。
用
語
の
説
明
の
後
に
似
た
例
が
続

い
て
い
る
。
空
は
隣
の
椅
子
を
引
き
、
私
の
印
を
の
ぞ
き
込
ん
だ
。
「
こ
こ
、
⾧
か
ỵ
た
？
」 

④ 

「
空
は
、
い
つ
も
説
明
を
足
し
す
ぎ
る
。
聞
く
人
が
入
る
余
地
が
な
く
な
る
」 

⑤ 

私
は
そ
う
答
え
た
、
と
覚
え
て
い
る
。
空
は
台
本
を
閉
じ
な
か
ỵ
た
。
「
そ
う
聞
こ
え
た
ん
だ
ね
」

と
言
い
、
丸
の
内
側
を
開
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
「
ど
れ
を
残
す
な
ら
、
ま
だ
聞
け
る
？
」
と
尋
ね
た
。
赤
い

線
で
囲
ん
だ
と
こ
ろ
だ
け
が
、
二
人
の
間
で
平
ら
に
な
ỵ
て
い
た
。 

⑥ 

「
全
部
だ
よ
。
例
も
定
義
も
、
あ
れ
じ
Ỷ
歩
く
人
が
置
い
て
い
か
れ
る
」 

こ
の
言
葉
は
、
た
ぶ
ん
言
ỵ
た
。
空
が
「
全
部
、
ね
」
と
繰
り
返
し
た
声
を
覚
え
て
い
る
か
ら
だ
。
空
は
三

本
の
線
を
引
い
た
。
橋
の
名
の
由
来
を
書
い
た
例
に
は
、
線
を
引
か
な
か
ỵ
た
。
私
は
先
に
部
屋
を
出
た
。

廊
下
か
ら
一
度
振
り
返
ỵ
た
が
、
机
の
上
は
扉
に
隠
れ
て
見
え
な
か
ỵ
た
。 

⑦ 

帰
宅
し
て
台
本
を
広
げ
る
と
、
丸
の
外
に
も
空
の
担
当
箇
所
が
あ
ỵ
た
。
そ
こ
に
は
、
私
は
何
も
書

い
て
い
な
か
ỵ
た
。
午
後
九
時
十
八
分
、
空
へ
メ
ỿ
セ
ổ
ジ
を
送
ỵ
た
。
「
今
日
は
言
い
方
が
強
か
ỵ
た
。

伝
え
た
か
ỵ
た
の
は
、
橋
を
出
て
か
ら
の
三
分
の
こ
と
で
す
」
。
画
面
の
そ
の
文
と
送
信
時
刻
は
、
今
も
残

ỵ
て
い
る
。 
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⑧ 
翌
朝
、
返
信
が
来
た
。
「
三
分
は
見
直
し
た
。
由
来
の
例
は
一
つ
残
す
。
集
合
時
刻
は
同
じ
で
大
丈

夫
」
。
私
は
出
か
け
る
前
に
読
ん
で
、
台
本
を
鞄
に
入
れ
た
。 

⑨ 

二
日
後
の
練
習
は
八
分
二
十
秒
だ
ỵ
た
。
用
語
の
説
明
は
短
く
な
り
、
似
た
例
は
二
つ
な
く
な
ỵ
て

い
た
。
私
は
自
分
の
時
計
の
数
字
を
見
て
、
空
が
指
摘
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
の
だ
と
思
ỵ
た
。
あ
の
夜
、

言
ỵ
て
よ
か
ỵ
た
と
い
う
気
持
ち
ま
で
湧
い
た
。 

⑩ 

橋
の
名
の
由
来
は
、
残
ỵ
て
い
た
。
空
は
そ
の
例
に
入
る
と
、
参
加
者
役
の
二
人
を
橋
の
た
も
と
へ

招
い
た
。
以
前
の
台
本
を
手
に
し
た
私
は
、
削
ら
れ
て
い
な
い
行
を
指
で
追
ỵ
た
。
丸
を
付
け
た
と
き
に
も
、

そ
の
行
が
あ
ỵ
た
。
私
は
あ
の
夜
、
ど
の
例
の
こ
と
を
考
え
て
「
全
部
」
と
言
ỵ
た
の
だ
ỵ
た
か
。 

⑪ 

「
こ
の
順
で
、
途
中
で
場
所
を
見
失
わ
な
か
ỵ
た
？
」 

空
が
二
人
に
聞
い
た
。
一
人
は
分
か
り
や
す
か
ỵ
た
と
答
え
、
も
う
一
人
は
由
来
の
先
も
聞
き
た
い
と
言
ỵ

た
。
空
は
両
方
を
メ
モ
し
、
次
の
担
当
者
へ
合
図
を
し
た
。 

⑫ 

練
習
の
後
、
空
は
台
本
を
鞄
へ
入
れ
な
が
ら
、
「
こ
の
前
の
言
葉
、
全
部
じ
Ỷ
な
く
て
三
分
だ
ỵ
た

ん
だ
ね
」
と
言
ỵ
た
。
責
め
る
調
子
で
は
な
か
ỵ
た
、
と
思
う
。
私
は
台
本
を
し
ま
う
手
を
止
め
た
。 

⑬ 

「
う
ん
。
広
げ
す
ぎ
た
」 

⑭ 

空
は
一
度
う
な
ず
い
た
。
少
な
く
と
も
、
私
は
そ
う
覚
え
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
後
に
は
催
し
当
日

の
集
合
時
刻
も
確
か
め
合
ỵ
た
。
う
な
ず
い
た
の
が
私
の
返
事
の
す
ぐ
後
だ
ỵ
た
か
、
時
刻
の
確
認
に
答
え

た
と
き
だ
ỵ
た
か
は
、
今
は
曖
昧
に
な
ỵ
て
い
る
。 

⑮ 

本
番
用
の
台
本
が
届
い
た
の
は
、
そ
の
日
の
夜
だ
ỵ
た
。
私
は
古
い
方
と
重
ね
、
丸
を
付
け
た
頁
を

開
い
た
。
線
を
引
か
れ
な
か
ỵ
た
由
来
の
例
が
、
違
う
位
置
に
載
ỵ
て
い
た
。
新
し
い
方
に
は
、
橋
の
た
も

と
で
足
を
止
め
る
印
も
付
い
て
い
る
。
空
に
返
す
た
め
に
書
き
始
め
た
「
短
く
な
ỵ
て
よ
か
ỵ
た
」
の
後
で
、

私
は
い
ỵ
た
ん
手
を
止
め
た
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

一
人
称
・
記
憶
と
評
価 

設
問 

問
一 

記
録
と
語
り
手
の
評
価 

第
七
Ộ
第
十
一
段
落
に
つ
い
て
、
記
録
や
行
動
か
ら
確
認
で
き
る
こ
と
と
、
語
り
手
が
後
か
ら
加
え
た
評
価
を

区
別
し
、80

Ộ90

字
で
書
き
な
さ
い
。 

準
備
メ
モ 

〈
確
認
〉
メ
ỿ
セ
ổ
ジ
・
返
信
・
八
分
二
十
秒
・
一
例
を
残
す 

〈
評
価
〉
指
摘
を
受
け
入
れ
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(80

Ộ90

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 
 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

一
人
称
・
記
憶
と
評
価 

問
二 
言
葉
の
範
囲
が
変
え
る
も
の 

語
り
手
が
「
い
つ
も
」
と
言
ỵ
た
か
、
「
今
日
の
後
半
は
」
と
言
ỵ
た
か
が
重
要
な
の
は
な
ぜ
か
。
批
評
の
対

象
と
、
空
へ
の
伝
わ
り
方
に
触
れ
、90

Ộ100

字
で
書
き
な
さ
い
。 

準
備
メ
モ 

〈
い
つ
も
〉
人
や
普
段
の
傾
向
へ
広
が
る 

〈
今
日
の
後
半
〉
特
定
の
三
分
と
台
本
に
限
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(90

Ộ100

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 

 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

一
人
称
・
記
憶
と
評
価 

問
三 
空
の
応
答
に
つ
い
て
成
り
立
つ
見
方 

空
が
台
本
を
短
く
し
な
が
ら
由
来
の
例
を
一
つ
残
し
た
行
動
に
つ
い
て
、
一
つ
の
読
み
取
り
方
を
選
び
、
選
ん

だ
見
方
を
支
え
る
根
拠
を
二
つ
用
い
て100

Ộ110

字
で
書
き
な
さ
い
。 

準
備
メ
モ 

〈
受
容
〉
三
分
を
見
直
す
・
聞
き
手
へ
確
認 

ま
た
は 

〈
境
界
〉
一
例
を
残
す
・
「
全
部
じ
Ỷ
な
く
て
三
分
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(100

Ộ110

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 
 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

一
人
称
・
記
憶
と
評
価 

問
四 
解
釈
を
選
び
、
決
め
ら
れ
な
い
点
を
残
す 

あ
の
夜
の
後
の
空
の
応
答
を
ど
の
よ
う
に
読
み
取
る
か
。
一
つ
の
解
釈
を
選
び
、
根
拠
二
点
と
、
な
お
本
文
だ

け
で
は
決
め
ら
れ
な
い
一
点
を
示
し
て110

Ộ120

字
で
書
き
な
さ
い
。 

準
備
メ
モ 

〈
解
釈
〉
受
け
取
る
／
境
界
を
示
す
／
材
料
と
し
て
選
ぶ
／
〈
根
拠
二
点
〉
発
言
・
改
稿
・
確
認 

〈
残
る
点
〉
感
情
や
改
稿
理
由 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(110

Ộ120

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 
 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

一
人
称
・
記
憶
と
評
価 

解
答
・
解
説 

本
文
・
資
料
の
流
れ 

第
一
Ộ
第
六
段
落 

語
り
手
は
発
言
を
回
想
す
る
が
、
言
葉
の
順
序
に
は
自
信
が
な
い
。
空
は
指
摘
の
範
囲
を

尋
ね
、
台
本
の
一
部
に
線
を
引
く
。 

第
七
・
第
八
段
落 

送
受
信
の
文
面
に
は
、
語
り
手
の
訂
正
と
、
空
が
三
分
を
見
直
し
て
一
例
を
残
す
と
い
う

返
答
が
あ
る
。 

第
九
Ộ
第
十
一
段
落 

語
り
手
は
短
縮
を
指
摘
の
受
容
と
考
え
る
。
一
方
、
残
さ
れ
た
例
と
参
加
者
へ
の
問
い

か
け
か
ら
、
空
自
身
の
判
断
も
見
え
る
。 

第
十
二
Ộ
第
十
五
段
落 

範
囲
を
確
か
め
る
言
葉
、
曖
昧
な
う
な
ず
き
の
記
憶
、
新
し
い
台
本
が
続
く
。
空
の

内
心
は
語
ら
れ
な
い
。 

次
頁
か
ら
、
問
い
が
求
め
る
結
論
の
確
か
さ
、
根
拠
の
つ
な
が
り
、
本
文
だ
け
で
は
決
め
ら
れ
な
い
点
を
一
問
ず
つ
確
か
め
ま
す
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

一
人
称
・
記
憶
と
評
価 

問
一 
記
録
と
語
り
手
の
評
価 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
外
部
の
記
録
と
観
察
で
き
る
変
更
を
、
一
人
称
の
意
味
づ
け
か
ら
区
別
す
る
。 

根
拠 

第
七
・
第
八
段
落
の
送
受
信
文
面
、
第
九
Ộ
第
十
一
段
落
の
短
縮
と
例
の
保
持
。
第
九
段
落
の
「
指
摘
を

受
け
入
れ
て
く
れ
た
の
だ
と
思
ỵ
た
」
は
語
り
手
の
評
価
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

短
縮
と
選
択
は
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
を
指
摘
へ
の
全
面
的
な
同
意
と
呼
ぶ
の
は
語
り
手
の

解
釈
で
あ
る
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

何
が
変
わ
ỵ
た
か
は
確
定
で
き
る
。
空
が
ど
の
感
情
や
理
由
で
変
え
た
か
は
決

め
ら
れ
な
い
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

確
認
で
き
る
出
来
事
を
二
つ
以
上
示
し
、
「
一
方
」
を
用
い
て
語
り
手
の
評
価
と
対
照
す

る
。 

模
範
解
答 

語
り
手
が
範
囲
を
三
分
と
伝
え
、
空
が
そ
こ
を
短
く
し
て
一
例
を
残
し
、
説
明
が
八
分
二
十
秒
に

な
ỵ
た
こ
と
は
記
録
と
行
動
か
ら
確
か
め
ら
れ
る
。
一
方
、
指
摘
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
の
は
語
り
手
の
評
価

で
あ
る
。
(83

字
) 

別
解
例
① 

送
受
信
の
文
面
、
三
分
間
の
整
理
、
一
つ
の
例
の
保
持
、
短
縮
後
の
時
間
は
本
文
か
ら
確
か
め
ら

れ
る
。
一
方
、
そ
れ
ら
を
空
に
よ
る
指
摘
の
受
容
と
捉
え
、
言
ỵ
て
よ
か
ỵ
た
と
考
え
た
の
は
語
り
手
自
身
で

あ
る
。
(82

字
) 

別
解
例
② 

空
が
指
摘
箇
所
を
改
め
つ
つ
由
来
の
例
を
残
し
、
時
間
を
八
分
二
十
秒
に
し
た
の
は
本
文
上
の
事

実
で
あ
る
。
し
か
し
、
空
が
自
分
の
批
評
を
認
め
た
と
い
う
判
断
は
、
語
り
手
が
そ
の
行
動
へ
加
え
た
解
釈
で

あ
る
。
(82

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

送
受
信
記
録
ま
た
は
改
稿
後
の
具
体
的
な
変
化
を
使
ỵ
た
か
。 

□ 

確
認
で
き
る
行
動
と
、
語
り
手
の
「
受
け
入
れ
た
」
と
い
う
評
価
を
区
別
し
た
か
。 

□ 

空
の
納
得
や
感
情
を
事
実
と
し
て
書
い
て
い
な
い
か
。 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

台
本
が
変
わ
ỵ
た
こ
と
か
ら
、
空
が
語
り
手
の
人
物
評
価
ま
で
受
け
入
れ
た
と
広
げ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

一
人
称
・
記
憶
と
評
価 

問
二 
言
葉
の
範
囲
が
変
え
る
も
の 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
一
語
に
よ
ỵ
て
批
評
の
対
象
範
囲
が
、
局
所
の
文
章
か
ら
人
物
の
傾
向
へ
広
が
る
違
い
を
示
す
。 

根
拠 

第
一
・
第
三
Ộ
第
七
段
落
で
、
丸
の
範
囲
は
三
分
間
だ
が
、
「
い
つ
も
」
「
全
部
」
と
広
げ
た
発
言
が
回

想
さ
れ
、
夜
に
範
囲
を
訂
正
し
て
い
る
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

「
い
つ
も
」
は
今
回
の
台
本
を
越
え
て
空
の
習
慣
や
人
柄
ま
で
評
価
す
る
形
に
な
り
、
「
今

日
の
後
半
」
は
検
討
可
能
な
箇
所
へ
限
定
す
る
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

言
い
方
に
よ
る
範
囲
の
差
は
強
く
言
え
る
。
空
が
実
際
に
ど
れ
ほ
ど
傷
つ
い
た

か
ま
で
は
決
め
ら
れ
な
い
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

二
つ
の
表
現
が
指
す
範
囲
を
対
比
し
、
広
い
方
が
相
手
全
体
へ
の
評
価
と
し
て
届
き
得
る

こ
と
を
書
く
。 

模
範
解
答 

「
い
つ
も
」
な
ら
今
回
の
三
分
を
越
え
、
空
の
普
段
の
説
明
や
人
の
傾
向
ま
で
批
判
す
る
言
葉
に

な
る
が
、
「
今
日
の
後
半
は
」
な
ら
特
定
の
台
本
箇
所
に
限
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
同
じ
批
評
で
も
対
象
と
相

手
が
受
け
取
る
重
さ
が
変
わ
る
か
ら
。
(94

字
) 

別
解
例
① 

実
際
の
問
題
は
丸
を
付
け
た
三
分
間
な
の
に
、
「
い
つ
も
」
は
空
全
体
へ
の
評
価
へ
広
が
る
。
一

方
、
「
今
日
の
後
半
」
と
言
え
ば
批
評
は
今
回
の
文
章
に
限
定
さ
れ
、
人
格
へ
の
否
定
と
し
て
伝
わ
り
に
く
く
、

検
討
す
る
対
象
も
明
確
に
な
る
か
ら
。
(95

字
) 

別
解
例
② 

「
今
日
の
後
半
」
は
直
す
箇
所
を
三
分
間
へ
絞
る
が
、
「
い
つ
も
」
は
空
の
説
明
の
仕
方
を
恒
常

的
な
欠
点
と
し
て
扱
う
。
そ
の
た
め
、
同
じ
批
評
で
も
対
象
の
広
さ
、
今
回
修
正
で
き
る
範
囲
、
発
言
を
具
体

的
に
受
け
取
る
重
さ
が
変
わ
る
か
ら
。
(94

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

「
い
つ
も
」
と
「
今
日
の
後
半
」
が
指
す
範
囲
を
対
比
し
た
か
。 

□ 

実
際
に
検
討
し
て
い
た
の
は
三
分
間
だ
ỵ
た
こ
と
を
使
ỵ
た
か
。 

□ 

空
が
傷
つ
い
た
と
断
定
せ
ず
、
伝
わ
り
方
の
違
い
と
し
て
書
い
た
か
。 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

「
い
つ
も
」
は
強
い
語
だ
か
ら
悪
い
、
と
だ
け
せ
ず
、
批
評
の
対
象
が
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
広
が

る
か
を
説
明
す
る
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

一
人
称
・
記
憶
と
評
価 

問
三 
空
の
応
答
に
つ
い
て
成
り
立
つ
見
方 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
複
数
の
読
み
取
り
方
か
ら
一
つ
を
選
び
、
そ
の
見
方
に
固
有
の
根
拠
ど
う
し
を
つ
な
げ
る
。 

根
拠 

受
容
と
捉
え
る
見
方
は
第
九
段
落
の
短
縮
と
第
十
一
段
落
の
参
加
者
へ
の
確
認
、
判
断
の
範
囲
を
保
ỵ
た

と
捉
え
る
見
方
は
第
十
段
落
の
一
例
の
保
持
と
第
十
二
段
落
の
発
言
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

同
じ
選
択
的
な
改
稿
で
も
、
有
用
な
指
摘
の
受
容
に
も
、
自
分
の
判
断
を
保
ỵ
て
批
評
の
範

囲
を
区
切
る
応
答
に
も
な
る
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

異
な
る
見
方
で
も
、
根
拠
と
説
明
が
整
え
ば
満
点
に
な
り
得
る
。
同
じ
記
述
が

別
の
解
釈
に
も
役
立
つ
場
合
は
、
選
ん
だ
解
釈
と
の
つ
な
が
り
を
明
確
に
す
る
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

冒
頭
で
見
方
を
示
し
、
二
つ
の
行
動
・
発
言
を
、
そ
の
解
釈
へ
向
か
う
関
係
と
し
て
ま
と

め
る
。 

模
範
解
答 

空
は
指
摘
の
有
用
な
部
分
を
受
け
取
ỵ
た
と
読
め
る
。
語
り
手
が
示
し
た
三
分
間
を
実
際
に
短
く

し
、
次
の
練
習
で
は
聞
き
手
へ
順
序
の
分
か
り
や
す
さ
を
尋
ね
、
さ
ら
に
二
人
の
異
な
る
反
応
を
実
際
に
と
も

に
記
録
し
て
説
明
を
確
か
め
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
(101

字
) 

別
解
例
① 

空
は
語
り
手
の
評
価
に
境
界
を
引
い
た
と
読
め
る
。
「
全
部
」
で
は
な
く
実
際
に
一
つ
の
例
を
自

分
で
残
し
、
後
に
も
「
全
部
じ
Ỷ
な
く
て
三
分
だ
ỵ
た
ん
だ
ね
」
と
範
囲
を
確
か
め
た
う
え
、
さ
ら
に
二
人
の

聞
き
手
の
異
な
る
反
応
も
両
方
記
録
し
た
か
ら
で
あ
る
。
(101

字
) 

別
解
例
② 

空
は
批
評
を
命
令
で
な
く
材
料
と
し
て
扱
ỵ
た
と
読
め
る
。
丸
の
付
い
た
部
分
は
整
理
す
る
一
方
、

由
来
の
例
は
残
し
、
語
り
手
の
「
全
部
」
に
は
従
わ
ず
、
そ
の
後
も
参
加
者
二
人
の
異
な
る
反
応
を
と
も
に
記

録
し
て
、
自
分
で
次
の
判
断
を
続
け
た
か
ら
で
あ
る
。
(101

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

空
の
行
動
に
つ
い
て
一
つ
の
見
方
を
明
示
し
た
か
。 

□ 

選
ん
だ
見
方
を
支
え
る
別
々
の
根
拠
を
二
つ
使
ỵ
た
か
。 

□ 

空
の
内
心
を
断
定
せ
ず
、
「
Ộ
と
読
め
る
」
と
根
拠
の
範
囲
を
保
ỵ
た
か
。 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

改
稿
し
た
事
実
だ
け
を
根
拠
に
「
全
面
的
に
納
得
し
た
」
と
し
た
り
、
一
例
を
残
し
た
だ
け
で

「
反
発
し
た
」
と
し
た
り
し
な
い
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

一
人
称
・
記
憶
と
評
価 

問
四 
解
釈
を
選
び
、
決
め
ら
れ
な
い
点
を
残
す 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
選
ん
だ
解
釈
を
根
拠
か
ら
述
べ
、
本
文
だ
け
で
は
決
め
ら
れ
な
い
一
点
を
明
示
す
る
。 

根
拠 

第
七
Ộ
第
十
二
段
落
の
返
信
、
選
択
的
な
改
稿
、
参
加
者
へ
の
確
認
、
範
囲
を
確
か
め
る
発
言
。
第
十
四

段
落
の
う
な
ず
き
の
時
点
は
曖
昧
で
あ
る
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

改
稿
と
応
答
か
ら
関
わ
り
方
は
読
め
る
が
、
内
心
や
理
由
を
一
つ
に
絞
る
発
言
は
な
い
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

空
の
応
答
は
解
釈
で
き
る
が
、
そ
の
と
き
の
感
情
や
改
稿
の
主
な
理
由
は
決
ま

ら
な
い
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

解
釈
と
二
つ
の
根
拠
を
つ
な
ぎ
、
最
後
に
決
め
ら
れ
な
い
一
点
を
具
体
的
に
書
く
。 

模
範
解
答 

空
は
語
り
手
の
指
摘
を
使
え
る
範
囲
で
受
け
取
り
、
自
分
の
判
断
を
保
ỵ
た
と
読
め
る
。
三
分
を

短
く
し
つ
つ
一
例
を
残
し
、
聞
き
手
に
も
順
序
を
確
か
め
、
異
な
る
反
応
を
両
方
記
録
し
た
か
ら
で
あ
る
。
た

だ
し
、
指
摘
を
受
け
た
と
き
空
が
ど
の
よ
う
な
感
情
を
抱
い
た
か
ま
で
は
、
本
文
だ
け
で
決
め
ら
れ
な
い
。
(12

0

字
) 

別
解
例
① 

空
は
、
広
す
ぎ
る
評
価
に
は
範
囲
を
確
か
め
な
が
ら
、
台
本
へ
の
批
評
は
材
料
に
し
た
と
読
め
る
。

「
全
部
じ
Ỷ
な
く
て
三
分
」
と
確
認
し
、
一
例
を
残
し
て
他
を
削
り
、
聞
き
手
の
反
応
も
記
録
し
た
か
ら
だ
。

た
だ
し
、
改
稿
の
際
、
時
間
の
調
整
と
語
り
手
の
指
摘
の
ど
ち
ら
を
重
く
見
た
か
は
確
定
で
き
な
い
。
(119

字
) 

別
解
例
② 

空
の
応
答
は
、
語
り
手
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
採
ら
ず
、
自
分
で
検
討
し
直
す
も
の
だ
ỵ
た
と
読
め

る
。
由
来
の
例
を
残
し
、
二
人
の
異
な
る
反
応
を
記
録
し
て
、
後
に
も
「
全
部
」
の
範
囲
を
確
か
め
た
か
ら
だ
。

た
だ
し
、
う
な
ず
い
た
時
点
も
曖
昧
な
た
め
、
語
り
手
へ
の
納
得
の
程
度
は
本
文
か
ら
決
め
ら
れ
な
い
。
(120

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

空
の
応
答
に
つ
い
て
一
つ
の
解
釈
を
選
ん
だ
か
。 

□ 

異
な
る
二
つ
の
根
拠
を
、
選
ん
だ
解
釈
へ
結
び
つ
け
た
か
。 

□ 

未
確
定
な
点
を
、
空
の
感
情
ま
た
は
改
稿
理
由
と
し
て
具
体
的
に
残
し
た
か
。 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

未
確
定
な
一
点
を
残
し
て
も
、
根
拠
が
支
え
る
結
論
ま
で
弱
め
る
必
要
は
な
い
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

複
数
資
料
・
改
稿
の
方
向 

第
五
章 
書
き
換
え
ら
れ
た
一
文 

こ
の
章
で
身
に
つ
け
る
力 
複
数
の
時
点
の
資
料
を
比
べ
、
何
が
削
ら
れ
、
何
が
具
体
化
さ
れ
た
か
か
ら
編
集
の
方
向
を

読
み
取
る
一
方
、
書
き
手
一
人
の
意
図
ま
で
は
断
定
し
な
い
。 

こ
の
章
の
「
み
ち
く
さ
編
集
室
」
、
人
物
、
地
図
、
調
査
票
、
会
議
記
録
は
、
す
べ
て
学
習
の
た
め
に
作
成
し
た
架
空
の
も
の
で
す
。 

読
み
始
め
る
前
に 

〈
変
わ
ỵ
た
表
現
〉
〈
記
録
に
あ
る
理
由
〉
〈
そ
こ
か
ら
言
え
る
こ
と
〉
〈
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
〉
を
時
点
順
に
置
き
、
削
除
さ
れ
た

語
か
ら
本
音
を
直
接
当
て
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。 

一 

変
化
を
取
る 

草
案
か
ら
消
え
た
語
と
、
最
終
文
に
加
わ
ỵ
た
具
体
的
な
情
報
を
対
応
さ
せ
る
。 

二 

記
録
へ
戻
る 

各
変
化
と
結
び
つ
く
会
議
の
論
点
を
一
つ
ず
つ
示
す
。 

三 

方
向
を
読
む 

複
数
の
変
更
に
共
通
す
る
編
集
上
の
方
針
を
ま
と
め
る
。 

四 

境
界
を
残
す 

発
言
者
、
草
案
の
書
き
手
、
個
人
が
重
く
見
た
理
由
を
資
料
の
外
へ
置
く
。 
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本
文
・
資
料 

町
歩
き
用
の
音
声
案
内
を
作
る
「
み
ち
く
さ
編
集
室
」
の
保
存
フ
Ỻ
イ
ル
か
ら
、
坂
道
を
紹
介
す
る
一
節
に
関
す
る
三
資
料
を
掲
載
す

る
。
草
案
と
最
終
文
の
名
義
は
い
ず
れ
も
編
集
室
で
、
執
筆
担
当
者
の
欄
は
な
い
。
会
議
に
つ
い
て
残
ỵ
て
い
る
の
は
資
料
二
の
要
旨

で
、
録
音
や
発
言
順
の
記
録
は
添
付
さ
れ
て
い
な
い
。 

【
資
料
一 

案
内
文
の
草
案
／
六
月
三
日
】 

こ
の
坂
は
、
か
つ
て
町
で
最
も
に
ぎ
や
か
な
道
だ
ỵ
た
。
店
が
減
ỵ
た
今
も
、
夕
方
に
は
昔
の
面
影
が
残
る
。
失
わ
れ
た
に
ぎ
わ
い
を
想
像
し

な
が
ら
、
ゆ
ỵ
く
り
歩
い
て
ほ
し
い
。 

【
資
料
二 

編
集
会
議
の
記
録
／
六
月
五
日
】 

出
席
四
名
。
以
下
は
、
話
し
合
ỵ
た
内
容
を
論
点
ご
と
に
整
理
し
た
要
旨
。
発
言
者
名
は
付
し
て
い
な
い
。 

一 

「
最
も
に
ぎ
や
か
」
の
根
拠
を
確
認
し
た
。
手
元
に
あ
る
の
は
十
八
年
前
と
十
年
前
の
案
内
図
、
今
年
五
月
の
調
査
票
。
ほ
か
の
通
り
と

人
出
を
比
べ
た
資
料
は
な
か
ỵ
た
。 

二 

案
内
図
と
調
査
票
は
、
調
べ
た
区
域
も
掲
載
す
る
店
の
基
準
も
異
な
る
。
総
数
の
増
減
は
案
内
文
に
使
わ
ず
、
共
通
す
る
店
名
を
照
合
す

る
。
十
八
年
前
の
案
内
図
と
今
年
の
調
査
票
に
は
九
店
が
共
通
し
て
い
た
。 

三 

夕
方
の
下
見
で
は
、
配
達
の
自
転
車
の
ベ
ル
、
買
い
物
客
の
声
、
閉
店
準
備
の
音
を
録
音
し
た
。
「
失
わ
れ
た
に
ぎ
わ
い
」
で
結
ぶ
と
、

現
在
の
道
も
静
ま
り
返
ỵ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
な
い
か
。
今
あ
る
暮
ら
し
の
音
を
案
内
に
入
れ
る
。 

四 

「
昔
の
面
影
」
に
当
た
る
も
の
を
現
地
で
挙
げ
た
。
看
板
と
庇
に
は
、
形
を
変
え
な
が
ら
使
わ
れ
て
き
た
も
の
が
あ
る
。
歩
く
人
が
立
ち

止
ま
ỵ
て
見
ら
れ
る
も
の
を
示
す
。 

五 

過
去
を
た
ど
る
案
内
に
は
す
る
が
、
現
在
を
昔
の
名
残
だ
け
に
し
な
い
。
古
い
資
料
と
の
つ
な
が
り
と
、
歩
い
て
い
る
今
の
道
の
両
方
に

目
を
向
け
ら
れ
る
結
び
に
す
る
。 

【
資
料
三 

案
内
文
の
最
終
文
／
六
月
八
日
】 

十
八
年
前
の
案
内
図
と
現
在
の
調
査
票
の
両
方
に
、
九
つ
の
店
名
が
見
つ
か
る
。
店
先
の
看
板
や
庇
に
は
、
形
を
変
え
な
が
ら
使
わ
れ
て
き
た

も
の
も
あ
る
。
夕
方
に
は
、
配
達
の
自
転
車
の
ベ
ル
、
買
い
物
客
の
声
、
閉
店
準
備
の
音
が
重
な
る
。
過
去
と
の
つ
な
が
り
を
探
し
な
が
ら
、

い
ま
聞
こ
え
る
音
に
も
耳
を
向
け
て
歩
い
て
み
よ
う
。 



56 

現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

複
数
資
料
・
改
稿
の
方
向 

設
問 

問
一 

草
案
か
ら
最
終
文
へ
の
変
化 

資
料
一
か
ら
資
料
三
へ
、
坂
道
の
過
去
と
現
在
の
示
し
方
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
ỵ
た
か
。
削
ら
れ
た
表
現
と
加

わ
ỵ
た
情
報
を
用
い
、90

Ộ100
字
で
書
き
な
さ
い
。 

準
備
メ
モ 

〈
削
除
〉
最
も
・
店
が
減
ỵ
た
・
失
わ
れ
た 

〈
追
加
〉
九
店
・
看
板
と
庇
・
現
在
の
三
つ
の
音 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(90

Ộ100

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 

 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

複
数
資
料
・
改
稿
の
方
向 

問
二 
会
議
記
録
が
最
終
文
へ
現
れ
た
箇
所 

資
料
二
の
論
点
は
、
資
料
三
の
ど
の
よ
う
な
表
現
へ
反
映
さ
れ
た
か
。
資
料
不
足
へ
の
対
応
と
、
読
み
手
の
見

方
へ
の
配
慮
の
双
方
に
触
れ
、100

Ộ110

字
で
書
き
な
さ
い
。 

準
備
メ
モ 

〈
資
料
不
足
〉
最
も
・
総
数
を
避
け
、
共
通
九
店 

〈
見
方
〉
現
在
の
音
を
入
れ
、
喪
失
だ
け
に
導
か
な
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(100

Ộ110

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 
 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

複
数
資
料
・
改
稿
の
方
向 

問
三 
編
集
の
方
向
と
個
人
の
意
図 

三
資
料
か
ら
、
編
集
室
全
体
の
方
向
と
し
て
強
く
言
え
る
こ
と
と
、
草
案
の
書
き
手
や
各
参
加
者
に
つ
い
て
決

め
ら
れ
な
い
こ
と
を
、110

Ộ120

字
で
書
き
な
さ
い
。 

準
備
メ
モ 

〈
言
え
る
〉
確
認
可
能
・
過
去
と
現
在
・
見
方
を
固
定
し
な
い 

〈
決
め
ら
れ
な
い
〉
担
当
・
賛
否
・
重
く
見
た
理
由 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(110

Ộ120

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 
 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

複
数
資
料
・
改
稿
の
方
向 

問
四 
改
稿
か
ら
読
め
る
こ
と
の
範
囲 

草
案
が
最
終
文
へ
改
め
ら
れ
た
方
向
と
、
そ
の
理
由
を
個
人
の
意
図
と
し
て
断
定
で
き
な
い
理
由
を
、
資
料
一

Ộ
三
の
関
係
に
基
づ
き120

Ộ130

字
で
ま
と
め
な
さ
い
。 

準
備
メ
モ 

〈
方
向
〉
比
較
・
喪
失
の
断
定
を
外
す
／
具
体
化
／
今
も
示
す 

〈
境
界
〉
匿
名
・
複
数
論
点
・
執
筆
者
不
明 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(120

Ộ130

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 

 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

複
数
資
料
・
改
稿
の
方
向 

解
答
・
解
説 

本
文
・
資
料
の
流
れ 

資
料
一 

過
去
の
に
ぎ
わ
い
を
中
心
に
、
比
較
・
減
少
・
喪
失
を
含
む
草
案
が
示
さ
れ
る
。 

資
料
二 

比
較
資
料
の
不
足
、
調
査
範
囲
の
違
い
、
現
在
の
音
、
具
体
化
、
過
去
と
現
在
の
両
立
が
話
し
合
わ

れ
る
。 

資
料
三 

確
認
で
き
る
店
名
・
物
・
音
を
示
し
、
過
去
と
現
在
の
双
方
へ
注
意
を
向
け
る
文
に
変
わ
る
。 

冒
頭
の
資
料
説
明 

文
書
の
名
義
と
記
録
の
残
り
方
が
分
か
る
。
個
々
の
発
案
や
納
得
の
過
程
を
割
り
当
て
る

記
録
は
な
い
。 

次
頁
か
ら
、
問
い
が
求
め
る
結
論
の
確
か
さ
、
根
拠
の
つ
な
が
り
、
本
文
だ
け
で
は
決
め
ら
れ
な
い
点
を
一
問
ず
つ
確
か
め
ま
す
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

複
数
資
料
・
改
稿
の
方
向 

問
一 
草
案
か
ら
最
終
文
へ
の
変
化 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
語
句
の
差
だ
け
で
な
く
、
比
較
・
評
価
中
心
の
草
案
か
ら
、
確
認
可
能
な
過
去
と
現
在
の
記
述
へ

移
る
方
向
を
示
す
。 

根
拠 

資
料
一
の
三
表
現
と
、
資
料
三
の
九
つ
の
店
名
、
看
板
・
庇
、
現
在
の
音
、
結
び
の
文
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

根
拠
の
乏
し
い
比
較
と
喪
失
の
評
価
を
外
し
、
資
料
・
観
察
に
対
応
す
る
具
体
情
報
を
過
去

と
現
在
の
双
方
へ
置
く
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

文
章
の
示
し
方
の
変
化
は
確
定
で
き
る
。
そ
の
変
更
を
誰
が
主
導
し
た
か
は
、

こ
の
問
題
の
資
料
か
ら
決
め
な
い
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

前
半
に
削
ら
れ
た
見
方
、
後
半
に
加
え
ら
れ
た
具
体
情
報
と
新
し
い
結
び
を
置
く
。 

模
範
解
答 

草
案
の
「
最
も
に
ぎ
や
か
」
「
店
が
減
ỵ
た
」
「
失
わ
れ
た
」
と
い
う
比
較
と
喪
失
中
心
の
表
現

を
削
り
、
資
料
で
確
認
で
き
る
九
店
や
看
板
・
庇
、
現
在
の
町
の
生
活
音
を
示
し
て
、
過
去
と
今
の
両
方
へ
注

意
を
向
け
る
文
に
変
わ
ỵ
た
。
(91

字
) 

別
解
例
① 

草
案
の
未
確
認
な
順
位
や
減
少
、
失
わ
れ
た
に
ぎ
わ
い
と
い
う
評
価
が
な
く
な
り
、
二
資
料
で
確

認
で
き
る
共
通
の
九
店
、
今
も
残
る
看
板
や
庇
、
夕
方
の
具
体
的
な
生
活
音
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
、
過
去
と
現
在

の
双
方
を
見
る
形
に
な
ỵ
た
。
(91

字
) 

別
解
例
② 

過
去
を
最
も
に
ぎ
や
か
な
時
代
、
現
在
を
喪
失
後
と
捉
え
る
書
き
方
か
ら
、
資
料
で
確
認
で
き
る

九
店
や
看
板
・
庇
、
現
在
の
具
体
的
な
生
活
音
を
並
べ
、
二
つ
の
時
点
の
つ
な
が
り
と
今
の
様
子
を
と
も
に
探

す
書
き
方
へ
改
め
ら
れ
た
。
(90

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

草
案
か
ら
削
ら
れ
た
比
較
・
減
少
・
喪
失
の
表
現
に
触
れ
た
か
。 

□ 

最
終
文
へ
加
わ
ỵ
た
具
体
的
な
情
報
を
二
つ
以
上
使
ỵ
た
か
。 

□ 

過
去
だ
け
で
な
く
、
現
在
の
示
し
方
の
変
化
も
書
い
た
か
。 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

語
句
を
列
挙
す
る
だ
け
で
な
く
、
過
去
を
中
心
と
す
る
評
価
か
ら
、
過
去
と
現
在
を
具
体
的
に

示
す
方
向
へ
の
変
化
を
ま
と
め
る
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

複
数
資
料
・
改
稿
の
方
向 

問
二 
会
議
記
録
が
最
終
文
へ
現
れ
た
箇
所 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
一
つ
の
変
更
理
由
へ
ま
と
め
ず
、
事
実
確
認
と
読
み
手
へ
の
方
向
づ
け
と
い
う
異
な
る
論
点
を
最

終
表
現
へ
対
応
さ
せ
る
。 

根
拠 

資
料
二
の
論
点
一
Ộ
三
・
五
と
、
資
料
三
の
冒
頭
、
現
在
の
音
、
結
び
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

比
較
可
能
な
資
料
の
不
足
に
は
共
通
項
を
示
す
方
法
で
応
じ
、
喪
失
へ
限
定
す
る
問
題
に
は

現
在
の
活
動
を
併
記
す
る
方
法
で
応
じ
る
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

論
点
と
表
現
の
対
応
は
読
め
る
。
各
変
更
を
発
案
し
た
人
物
や
、
そ
の
人
が
抱

い
た
感
情
は
分
か
ら
な
い
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

二
種
類
の
論
点
を
「
一
方
」
を
用
い
て
対
照
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
最
終
文
の
具
体
的
表
現
を

対
応
さ
せ
る
。 

模
範
解
答 

比
較
資
料
が
足
り
な
い
点
に
は
、
「
最
も
」
や
店
の
総
数
を
避
け
、
二
資
料
に
共
通
す
る
九
店
を

示
し
て
具
体
的
に
応
じ
た
。
一
方
、
喪
失
だ
け
へ
導
か
な
い
と
い
う
論
点
に
は
、
現
在
の
生
活
音
を
加
え
、
過

去
と
今
の
双
方
を
見
る
結
び
へ
変
え
る
こ
と
で
応
じ
た
。
(101

字
) 

別
解
例
① 

資
料
の
範
囲
が
違
う
た
め
順
位
や
減
少
を
断
定
せ
ず
、
確
認
で
き
る
九
店
を
書
い
た
。
ま
た
、
現

在
を
不
足
と
し
て
見
せ
な
い
と
い
う
論
点
は
、
夕
方
に
今
も
聞
こ
え
る
三
種
類
の
音
を
加
え
、
「
い
ま
」
に
も

耳
を
向
け
る
呼
び
か
け
へ
変
え
る
こ
と
で
反
映
さ
れ
た
。
(101

字
) 

別
解
例
② 

「
最
も
」
と
店
の
減
少
を
外
し
、
案
内
図
と
調
査
票
が
と
も
に
示
す
九
店
へ
絞
ỵ
た
の
が
事
実
確

認
へ
の
対
応
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
在
の
音
を
三
つ
具
体
化
し
、
過
去
と
の
つ
な
が
り
と
今
の
双
方
へ
注
意
を

向
け
さ
せ
た
の
が
、
喪
失
に
固
定
し
な
い
対
応
で
あ
る
。
(101

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

資
料
不
足
へ
の
対
応
を
、
共
通
す
る
九
店
と
結
び
つ
け
た
か
。 

□ 

読
み
手
の
見
方
へ
の
配
慮
を
、
現
在
の
音
や
結
び
と
結
び
つ
け
た
か
。 

□ 

二
つ
の
論
点
を
同
じ
理
由
へ
ま
と
め
て
い
な
い
か
。 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

す
べ
て
を
「
事
実
を
正
確
に
す
る
た
め
」
と
す
る
と
、
現
在
を
喪
失
だ
け
で
見
せ
な
い
と
い
う

別
の
編
集
上
の
論
点
が
消
え
る
。 



63 

現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

複
数
資
料
・
改
稿
の
方
向 

問
三 
編
集
の
方
向
と
個
人
の
意
図 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
共
同
で
採
用
さ
れ
た
文
書
の
方
向
と
、
記
録
さ
れ
て
い
な
い
個
人
の
内
心
・
役
割
を
区
別
す
る
。 

根
拠 

会
議
の
五
論
点
と
最
終
文
の
対
応
。
冒
頭
の
資
料
説
明
と
資
料
二
の
注
記
に
は
、
執
筆
担
当
者
欄
、
録
音
、

発
言
順
、
発
言
者
名
が
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

複
数
の
論
点
が
最
終
文
へ
一
貫
し
て
反
映
さ
れ
る
た
め
編
集
方
向
は
読
め
る
が
、
匿
名
の
要

旨
か
ら
個
人
へ
割
り
当
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

資
料
に
基
づ
く
表
現
と
過
去
・
現
在
の
両
立
は
強
く
言
え
る
。
誰
が
納
得
・
反

対
・
主
導
し
た
か
は
未
確
定
で
あ
る
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

先
に
編
集
室
の
方
向
を
二
点
示
し
、
「
た
だ
し
」
で
個
人
に
つ
い
て
欠
け
る
記
録
を
具
体

化
す
る
。 

模
範
解
答 

編
集
室
は
、
確
か
め
ら
れ
な
い
比
較
を
避
け
、
資
料
と
観
察
に
合
う
情
報
を
示
し
、
過
去
と
現
在

の
双
方
へ
注
意
を
向
け
る
方
針
を
選
ん
だ
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
資
料
に
は
執
筆
担
当
者
や
発
言
者
の
名
前
が

な
く
、
草
案
の
書
き
手
が
納
得
し
た
の
か
、
参
加
者
の
誰
が
修
正
を
主
導
し
た
の
か
は
決
め
ら
れ
な
い
。
(119

字
) 

別
解
例
① 

会
議
の
論
点
と
最
終
文
が
対
応
す
る
た
め
、
根
拠
の
範
囲
を
守
り
、
昔
の
に
ぎ
わ
い
だ
け
で
な
く

今
の
営
み
も
示
す
方
針
は
読
み
取
れ
る
。
一
方
、
記
録
は
発
言
者
名
の
な
い
要
旨
で
、
草
案
と
最
終
文
の
執
筆

者
も
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
各
人
の
賛
否
や
重
く
見
た
理
由
、
担
当
し
た
修
正
は
特
定
で
き
な
い
。
(118
字
) 

別
解
例
② 

確
認
で
き
る
店
名
や
現
在
の
音
を
加
え
、
比
較
や
減
少
の
断
定
を
外
し
た
点
か
ら
、
事
実
を
確
か

め
て
過
去
と
今
を
と
も
に
示
す
方
向
が
採
用
さ
れ
た
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
残
る
の
は
匿
名
の
要
旨
で
、
担
当

者
や
発
言
順
の
記
録
も
な
い
た
め
、
誰
が
考
え
を
改
め
、
ど
の
理
由
に
納
得
し
た
か
は
分
か
ら
な
い
。
(118

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

編
集
室
の
方
向
を
、
根
拠
の
範
囲
と
読
者
の
見
方
の
両
面
か
ら
示
し
た
か
。 

□ 

個
人
に
つ
い
て
決
め
ら
れ
な
い
内
容
を
具
体
的
に
挙
げ
た
か
。 

□ 

匿
名
の
記
録
を
、
全
員
の
内
心
が
一
致
し
た
証
拠
に
し
て
い
な
い
か
。 



64 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

最
終
文
が
会
議
記
録
に
沿
う
こ
と
は
組
織
と
し
て
の
採
用
を
示
す
が
、
各
人
が
最
初
か
ら
同
じ

考
え
だ
ỵ
た
こ
と
ま
で
は
示
さ
な
い
。 



65 

現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

複
数
資
料
・
改
稿
の
方
向 

問
四 
改
稿
か
ら
読
め
る
こ
と
の
範
囲 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
三
資
料
を
照
合
し
、
改
稿
の
方
向
と
、
個
人
へ
帰
属
で
き
な
い
理
由
を
一
答
案
へ
ま
と
め
る
。 

根
拠 

削
除
さ
れ
た
三
表
現
、
会
議
の
五
論
点
、
最
終
文
の
具
体
化
、
発
言
者
の
な
い
記
録
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

変
更
は
複
数
の
論
点
と
対
応
し
て
文
書
の
方
向
を
示
す
が
、
誰
が
ど
れ
を
重
視
し
た
か
は
分

か
ら
な
い
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

編
集
の
方
向
は
言
え
る
が
、
削
除
者
の
本
音
、
書
き
手
の
賛
否
、
主
導
者
は
決

ま
ら
な
い
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

前
半
で
改
稿
の
方
向
、
後
半
で
匿
名
性
と
複
数
理
由
に
よ
る
限
界
を
書
く
。 

模
範
解
答 

草
案
は
、
確
認
で
き
な
い
順
位
や
減
少
、
喪
失
中
心
の
評
価
を
外
し
、
共
通
す
る
店
名
や
現
在
の

音
を
示
し
て
、
過
去
と
今
の
双
方
へ
注
意
を
向
け
る
文
へ
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
方
向
は
会
議
記
録
と
対
応
す
る

が
、
発
言
者
と
執
筆
者
が
不
明
で
、
一
つ
の
変
更
に
複
数
の
論
点
が
合
う
た
め
、
個
人
の
意
図
は
断
定
で
き
な

い
。
(123

字
) 

別
解
例
① 

改
稿
で
は
、
「
最
も
」
や
「
失
わ
れ
た
」
を
削
り
、
資
料
で
確
か
め
ら
れ
る
物
と
今
の
生
活
音
を

加
え
て
、
読
者
の
見
方
を
一
方
向
へ
決
め
な
い
形
に
し
た
。
こ
れ
は
五
つ
の
論
点
に
沿
う
が
、
会
議
記
録
は
匿

名
で
草
案
の
担
当
者
も
示
さ
ず
、
一
つ
の
変
更
に
複
数
の
理
由
が
合
う
た
め
、
誰
が
何
を
重
く
見
た
か
は
分
か

ら
な
い
。
(125

字
) 

別
解
例
② 

最
終
文
は
、
比
較
や
減
少
を
言
い
切
る
草
案
か
ら
、
二
資
料
に
共
通
す
る
店
名
、
残
る
物
、
現
在

の
音
を
並
べ
る
案
内
へ
変
わ
ỵ
た
た
め
、
根
拠
と
複
数
の
見
方
を
重
ん
じ
る
方
向
が
読
め
る
。
た
だ
し
会
議
は

発
言
者
を
記
さ
ず
、
草
案
の
書
き
手
も
不
明
な
の
で
、
そ
の
方
向
を
特
定
の
人
の
本
心
と
し
て
断
定
は
で
き
な

い
。
(123

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

削
除
と
追
加
か
ら
、
改
稿
の
方
向
を
示
し
た
か
。 

□ 

会
議
の
論
点
と
最
終
文
を
二
点
以
上
対
応
さ
せ
た
か
。 

□ 

匿
名
記
録
か
ら
個
人
の
意
図
を
断
定
し
て
い
な
い
か
。 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

共
同
で
採
用
し
た
方
向
は
言
え
る
が
、
特
定
人
物
の
本
心
に
は
で
き
な
い
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
結
論
の
確
か
さ 

第
六
章 
結
論
を
選
び
、
可
能
性
を
残
す 

こ
の
章
で
身
に
つ
け
る
力 
本
文
と
時
点
の
異
な
る
二
資
料
を
照
合
し
、
最
も
支
持
さ
れ
る
結
論
を
選
び
な
が
ら
、
別
の

解
釈
が
成
り
立
つ
条
件
と
最
後
ま
で
決
め
ら
れ
な
い
一
点
を
残
す
。 

本
文
の
展
示
会
、
団
体
、
人
物
、
写
真
、
説
明
カ
ổ
ド
、
作
業
記
録
、
メ
ỿ
セ
ổ
ジ
は
、
す
べ
て
学
習
の
た
め
に
作
成
し
た
架
空
の
も

の
で
す
。 

読
み
始
め
る
前
に 

自
由
メ
モ
を
用
い
ま
す
。
欄
内
で
〈
根
拠
〉
〈
結
論
〉
〈
残
る
点
〉
を
自
分
で
配
置
し
、
前
の
設
問
の
答
え
を
そ
の
ま
ま
連
結
せ
ず
、

問
ご
と
に
必
要
な
要
素
を
選
び
直
し
ま
す
。 

根
拠 

本
文
と
資
料
一
・
二
の
時
刻
、
発
言
、
保
存
状
態
を
必
要
な
分
だ
け
取
る
。 

結
論 

最
も
支
持
さ
れ
る
考
え
と
、
独
立
し
た
根
拠
を
持
つ
別
の
可
能
性
を
区
別
す
る
。 

残
る
点 

伊
織
の
最
終
判
断
や
、
閉
場
時
の
直
接
の
理
由
な
ど
、
決
定
資
料
の
な
い
一
点
を
残
す
。 
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本
文
・
資
料 

① 

写
真
展
示
「
川
辺
の
一
日
」
の
最
終
日
、
私
は
説
明
カ
ổ
ド
の
隅
を
押
さ
え
直
し
た
。
古
い
橋
の
影

と
、
草
の
生
え
た
空
地
を
写
し
た
写
真
の
前
だ
ỵ
た
。
資
料
で
確
か
め
た
共
同
倉
庫
の
あ
ỵ
た
時
期
と
、
朝

に
荷
車
が
集
ま
ỵ
た
記
録
を
、
百
二
十
字
ほ
ど
に
ま
と
め
て
あ
る
。
書
い
て
は
削
り
、
空
地
の
位
置
を
取
り

違
え
な
い
よ
う
に
文
を
直
し
た
。
カ
ổ
ド
を
読
み
終
え
た
人
が
写
真
へ
顔
を
上
げ
る
た
び
、
そ
の
視
線
を
追

ỵ
て
し
ま
ỵ
た
。 

② 

伊
織
が
、
隣
に
立
ỵ
た
。
「
カ
ổ
ド
を
先
に
読
ん
で
、
倉
庫
の
跡
を
探
す
人
が
多
い
ね
」
。
し
ば
ら

く
写
真
を
見
て
か
ら
、
説
明
が
あ
る
と
目
を
向
け
る
場
所
も
一
つ
に
寄
る
の
で
は
な
い
か
と
言
ỵ
た
。 

③ 

「
最
後
の
一
時
間
だ
け
、
カ
ổ
ド
を
伏
せ
て
み
な
い
？ 

先
に
写
真
を
見
た
人
が
、
ど
こ
へ
目
を
向

け
る
か
知
り
た
い
」 

④ 

私
は
受
付
で
足
り
な
く
な
ỵ
た
資
材
を
取
り
に
行
く
と
こ
ろ
だ
ỵ
た
。
午
後
四
時
半
に
は
戻
る
か
ら
、

そ
の
と
き
に
元
へ
戻
す
か
一
緒
に
決
め
よ
う
、
と
答
え
た
。
カ
ổ
ド
と
予
備
の
印
刷
を
捨
て
な
い
よ
う
頼
む

と
、
伊
織
は
展
示
台
の
下
の
フ
Ỻ
イ
ル
を
指
で
示
し
た
。
入
口
へ
向
か
う
途
中
で
、
念
の
た
め
同
じ
こ
と
を

メ
ỿ
セ
ổ
ジ
に
も
残
し
た
。 

⑤ 

用
事
は
⾧
引
い
た
。
戻
ỵ
た
の
は
、
閉
場
か
ら
五
分
後
だ
ỵ
た
。 

⑥ 

照
明
の
半
分
が
消
え
た
会
場
で
は
、
拓
が
折
り
畳
ん
だ
椅
子
を
重
ね
て
い
た
。
伊
織
は
鍵
を
返
し
に

行
ỵ
た
と
い
う
。
写
真
の
前
へ
行
く
と
、
説
明
カ
ổ
ド
は
文
字
の
面
を
下
に
し
、
透
明
な
重
し
の
下
へ
置
か

れ
て
い
た
。
裏
の
隅
に
、
鉛
筆
で
「16:00

Ộ
」
と
書
い
て
あ
る
。 

⑦ 

最
後
ま
で
伏
せ
て
お
く
ほ
ど
、
説
明
は
邪
魔
だ
ỵ
た
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
重
し
を
持
ち
上
げ
た
。
折

れ
も
汚
れ
も
な
い
。
カ
ổ
ド
の
角
を
少
し
め
く
る
と
、
何
度
も
直
し
た
最
初
の
一
文
が
現
れ
た
。
展
示
台
の

下
の
フ
Ỻ
イ
ル
に
は
、
同
じ
文
の
予
備
が
一
枚
入
ỵ
て
い
た
。
印
刷
し
た
と
き
に
付
い
た
端
の
薄
い
線
ま
で

同
じ
だ
ỵ
た
。 
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⑧ 
「
四
時
半
を
過
ぎ
て
も
人
が
続
い
て
ね
。
戻
す
時
機
を
逃
し
た
み
た
い
」 

拓
が
椅
子
か
ら
手
を
離
し
て
言
ỵ
た
。
私
は
、
伊
織
が
そ
う
言
ỵ
た
の
か
と
聞
い
た
。 

⑨ 

「
い
や
、
そ
の
話
は
聞
い
て
な
い
。
僕
は
入
口
に
い
た
か
ら
。
途
中
で
戻
せ
て
い
な
い
の
は
見
た
け

ど
、
最
後
に
ど
う
す
る
つ
も
り
だ
ỵ
た
か
ま
で
は
」 

拓
は
机
の
上
の
記
録
を
渡
し
た
。
ス
マ
ổ
ト
フ
Ỿ
ン
を
開
い
て
も
、
伊
織
か
ら
の
新
し
い
連
絡
は
な
か
ỵ
た
。 

⑩ 

来
場
者
の
メ
モ
が
三
枚
、
時
刻
順
に
並
ん
で
い
た
。
最
初
の
人
は
橋
の
影
の
形
を
小
さ
く
描
き
、
次

の
人
は
草
の
向
き
に
つ
い
て
書
い
て
い
た
。
三
枚
目
に
は
「
空
地
の
向
こ
う
側
へ
出
て
み
た
い
」
と
あ
ỵ
た
。

私
は
写
真
へ
顔
を
上
げ
た
。
倉
庫
の
あ
ỵ
た
場
所
の
奥
に
も
、
道
ら
し
い
細
い
線
が
見
え
た
。 

⑪ 

机
の
記
録
に
は
二
人
の
筆
跡
が
あ
ỵ
た
。
私
は
、
拓
の
書
い
た
四
時
三
十
二
分
の
行
を
読
ん
だ
。
そ

の
下
の
伊
織
の
字
は
、
カ
ổ
ド
の
裏
と
同
じ
鉛
筆
だ
ỵ
た
。 

⑫ 

拓
が
最
後
の
椅
子
を
運
び
に
行
ỵ
た
。
私
は
透
明
な
重
し
を
カ
ổ
ド
の
上
へ
戻
し
た
。
翌
日
は
展
示

物
を
箱
に
収
め
る
た
め
、
伊
織
も
来
る
こ
と
に
な
ỵ
て
い
た
。
「
明
日
、
カ
ổ
ド
と
メ
モ
も
並
べ
て
見
た
い
。

何
時
ご
ろ
来
ら
れ
る
？
」
と
送
ỵ
て
、
三
枚
が
風
で
動
か
な
い
よ
う
に
記
録
用
紙
を
隣
へ
置
い
た
。 

【
資
料
一 

当
日
の
作
業
記
録
】 

15:55 

伊
織 

説
明
カ
ổ
ド
と
写
真
の
位
置
を
確
認
。 

16:00 

伊
織 

説
明
カ
ổ
ド
を
伏
せ
る
。
写
真
そ
の
他
は
変
更
な
し
。 

16:32 

拓 

来
場
者
が
続
い
て
い
る
た
め
、
カ
ổ
ド
の
復
旧
を
延
期
。 

16:48 

伊
織 

来
場
者
メ
モ
三
枚
を
転
記
。
カ
ổ
ド
は
伏
せ
た
ま
ま
重
し
の
下
へ
保
管
。 

17:00 

拓 

閉
場
。 

【
資
料
二 

当
日
午
後
の
メ
ỿ
セ
ổ
ジ
】 

15:42 

伊
織
「
最
後
の
一
時
間
、
カ
ổ
ド
を
伏
せ
て
見
方
の
変
化
を
見
た
い
。
戻
す
前
に
一
緒
に
決
め
た
い
」 

15:46 

私
「16:30

に
は
戻
る
。
説
明
カ
ổ
ド
は
捨
て
ず
に
置
い
て
お
い
て
」 

15:47 

伊
織
「
了
解
。
予
備
も
フ
Ỻ
イ
ル
に
残
し
ま
す
」 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
結
論
の
確
か
さ 

設
問 

問
一 

カ
ổ
ド
の
状
態
を
時
点
順
に
確
か
め
る 

説
明
カ
ổ
ド
は
、
相
談
か
ら
閉
場
ま
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
か
。
本
文
と
資
料
一
・
二
か
ら
直
接
確
か
め
ら

れ
る
こ
と
を
時
点
順
に
選
び
、100
Ộ110

字
で
書
き
な
さ
い
。 

自
由
メ
モ 

根
拠
・
二
つ
の
見
方
・
共
通
点
を
、
自
分
で
配
置
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(100

Ộ110

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 

 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
結
論
の
確
か
さ 

問
二 
支
持
さ
れ
に
く
い
解
釈
を
退
け
る 

伊
織
が
説
明
文
を
否
定
し
、
永
久
に
展
示
か
ら
外
す
た
め
カ
ổ
ド
を
伏
せ
た
と
い
う
解
釈
が
支
持
さ
れ
に
く
い

の
は
な
ぜ
か
。
独
立
し
た
根
拠
を
三
つ
用
い
、110

Ộ120

字
で
書
き
な
さ
い
。 

自
由
メ
モ 

根
拠
・
二
つ
の
見
方
・
共
通
点
を
、
自
分
で
配
置
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(110

Ộ120

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 
 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
結
論
の
確
か
さ 

問
三 
閉
場
時
の
状
態
を
説
明
す
る
二
つ
の
見
方 

カ
ổ
ド
が
伏
せ
ら
れ
た
ま
ま
閉
場
し
た
理
由
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
二
つ
の
説
明
が
成
り
立
つ
か
。
そ
れ
ぞ
れ

を
支
え
る
本
文
・
資
料
の
記
述
を
対
応
さ
せ
、120

Ộ130

字
で
書
き
な
さ
い
。 

自
由
メ
モ 

根
拠
・
二
つ
の
見
方
・
共
通
点
を
、
自
分
で
配
置
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(120

Ộ130

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 

 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
結
論
の
確
か
さ 

問
四 
最
も
支
持
さ
れ
る
結
論
と
残
る
一
点 

カ
ổ
ド
を
伏
せ
た
行
動
全
体
に
つ
い
て
最
も
支
持
さ
れ
る
結
論
を
選
び
、
根
拠
二
点
と
、
な
お
決
め
ら
れ
な
い

一
点
を
、
本
文
・
資
料
を
用
い
て140

Ộ150

字
で
ま
と
め
な
さ
い
。 

自
由
メ
モ 

根
拠
・
二
つ
の
見
方
・
共
通
点
を
、
自
分
で
配
置
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
答
欄
(140

Ộ150

字
) 

 

点
検 

□
根
拠 

□
関
係 

□
確
か
さ 

□
残
る
点 

 

直
す
語
句
・
メ
モ
⽇ 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
結
論
の
確
か
さ 

解
答
・
解
説 

本
文
・
資
料
の
流
れ 

第
一
Ộ
第
四
段
落 

説
明
カ
ổ
ド
に
手
間
を
掛
け
た
語
り
手
に
、
伊
織
が
一
時
的
な
配
置
の
変
更
を
提
案
す
る
。

戻
ỵ
た
後
に
相
談
す
る
約
束
を
交
わ
す
。 

第
五
Ộ
第
九
段
落 

閉
場
後
、
語
り
手
は
伏
せ
ら
れ
た
カ
ổ
ド
を
見
る
。
保
存
状
態
、
拓
の
見
聞
き
し
た
範
囲
、

連
絡
の
有
無
が
示
さ
れ
る
。 

第
十
Ộ
第
十
二
段
落 

語
り
手
は
来
場
者
の
メ
モ
と
記
録
を
読
み
、
翌
日
、
伊
織
と
カ
ổ
ド
を
並
べ
て
見
る
た

め
に
連
絡
す
る
。 

資
料
一
・
二 

実
施
と
延
期
の
記
録
、
事
前
の
約
束
を
照
合
で
き
る
。
閉
場
時
の
伊
織
自
身
の
理
由
を
記
し
た

発
言
は
な
い
。 

次
頁
か
ら
、
問
い
が
求
め
る
結
論
の
確
か
さ
、
根
拠
の
つ
な
が
り
、
本
文
だ
け
で
は
決
め
ら
れ
な
い
点
を
一
問
ず
つ
確
か
め
ま
す
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
結
論
の
確
か
さ 

問
一 
カ
ổ
ド
の
状
態
を
時
点
順
に
確
か
め
る 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
解
釈
に
入
る
前
に
、
三
つ
の
情
報
源
か
ら
確
認
で
き
る
時
系
列
を
必
要
な
範
囲
へ
ま
と
め
る
。 

根
拠 

本
文
第
三
Ộ
第
七
段
落
、
資
料
一
の15:55

Ộ17:00

、
資
料
二
の
相
談
と
保
存
の
依
頼
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

事
前
の
相
談
、
実
施
、
延
期
、
保
管
、
閉
場
を
順
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
可
逆
的
な
扱
い
だ
ỵ

た
土
台
が
見
え
る
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

カ
ổ
ド
の
扱
い
と
時
刻
は
確
定
で
き
る
。
各
時
点
で
伊
織
が
何
を
感
じ
た
か
は

含
め
な
い
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

提
案
・
実
施
・
閉
場
時
の
状
態
の
三
段
階
へ
絞
り
、
保
存
と
予
備
を
最
後
に
入
れ
る
。 

模
範
解
答 

伊
織
は
最
後
の
一
時
間
だ
け
カ
ổ
ド
を
伏
せ
る
案
を
相
談
し
、
午
後
四
時
に
実
施
し
た
。
午
後
四

時
三
十
二
分
に
来
場
者
が
続
い
た
た
め
復
旧
は
延
期
さ
れ
、
五
時
の
閉
場
時
に
は
カ
ổ
ド
は
重
し
の
下
で
保
護

さ
れ
、
同
じ
説
明
文
の
予
備
も
フ
Ỻ
イ
ル
に
残
ỵ
て
い
た
。
(102

字
) 

別
解
例
① 

二
人
は
カ
ổ
ド
を
一
時
的
に
伏
せ
、
戻
す
前
に
相
談
す
る
と
決
め
た
。
午
後
四
時
に
伏
せ
ら
れ
、

四
時
三
十
二
分
に
は
来
場
者
が
続
く
た
め
復
旧
延
期
と
記
録
さ
れ
た
。
閉
場
時
も
カ
ổ
ド
は
重
し
の
下
で
保
護

さ
れ
、
同
じ
文
の
予
備
が
フ
Ỻ
イ
ル
に
残
ỵ
て
い
た
。
(100

字
) 

別
解
例
② 

説
明
カ
ổ
ド
は
、
見
方
の
変
化
を
試
す
た
め
最
後
の
一
時
間
だ
け
伏
せ
る
予
定
と
な
り
、
午
後
四

時
に
裏
返
さ
れ
た
。
来
場
者
が
続
い
て
復
旧
は
遅
れ
、
作
業
記
録
で
は
五
時
の
閉
場
時
に
も
保
護
さ
れ
た
ま
ま

残
り
、
同
じ
説
明
文
の
予
備
も
捨
て
ず
保
管
さ
れ
た
。
(100

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

相
談
、
実
施
、
復
旧
延
期
、
閉
場
時
の
状
態
を
時
点
順
に
し
た
か
。 

□ 

カ
ổ
ド
が
保
護
さ
れ
、
予
備
も
残
ỵ
た
こ
と
を
書
い
た
か
。 

□ 

伊
織
の
感
情
や
最
終
意
図
を
混
ぜ
て
い
な
い
か
。 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

時
系
列
を
答
え
る
問
題
で
は
、
「
説
明
を
嫌
ỵ
た
」
「
判
断
を
待
ỵ
た
」
と
い
ỵ
た
解
釈
を
、

確
認
済
み
の
出
来
事
と
し
て
先
に
入
れ
な
い
。 



75 

現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
結
論
の
確
か
さ 

問
二 
支
持
さ
れ
に
く
い
解
釈
を
退
け
る 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
最
も
支
持
さ
れ
る
結
論
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
本
文
と
合
わ
な
い
解
釈
を
複
数
の
反
証
か
ら
退
け

る
。 

根
拠 

一
時
的
な
実
験
の
提
案
、
共
同
判
断
の
約
束
、
カ
ổ
ド
と
予
備
の
保
存
、
作
業
記
録
の
「
復
旧
を
延
期
」
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

時
間
を
限
定
し
、
再
利
用
で
き
る
形
で
保
存
し
、
復
旧
を
前
提
に
し
て
い
る
行
動
は
、
永
久

の
排
除
と
両
立
し
に
く
い
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

永
久
に
外
す
と
い
う
解
釈
は
支
持
さ
れ
に
く
い
。
最
終
的
に
ど
の
配
置
を
選
び

た
か
ỵ
た
か
ま
で
は
、
反
証
だ
け
か
ら
決
め
ら
れ
な
い
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

反
証
を
三
つ
選
び
、
そ
れ
ら
が
〈
否
定
し
て
永
久
に
外
す
〉
と
い
う
解
釈
と
ど
こ
で
食
い

違
う
か
を
書
く
。 

模
範
解
答 

伊
織
の
提
案
は
最
後
の
一
時
間
に
限
ら
れ
、
戻
す
前
に
二
人
で
決
め
る
約
束
も
あ
ỵ
た
。
さ
ら
に
、

カ
ổ
ド
を
重
し
の
下
へ
傷
め
ず
保
管
し
、
同
じ
文
の
予
備
も
残
し
、
作
業
記
録
で
も
「
復
旧
を
延
期
」
と
し
て

い
る
。
再
利
用
を
前
提
と
す
る
行
動
が
重
な
る
た
め
、
永
久
の
排
除
と
は
合
わ
な
い
。
(113

字
) 

別
解
例
① 

カ
ổ
ド
を
伏
せ
る
目
的
は
見
方
の
変
化
を
試
す
こ
と
だ
と
明
記
さ
れ
、
配
置
は
最
後
の
一
時
間
に

限
ら
れ
た
。
ま
た
、
伊
織
は
カ
ổ
ド
を
捨
て
ず
予
備
も
保
存
し
、
記
録
に
は
復
旧
の
延
期
と
あ
る
。
説
明
を
再

び
使
え
る
状
態
が
保
た
れ
、
否
定
し
て
永
久
に
外
し
た
と
い
う
解
釈
は
支
持
さ
れ
に
く
い
。
(114

字
) 

別
解
例
② 

事
前
に
「
戻
す
前
に
一
緒
に
決
め
た
い
」
と
伝
え
、
実
施
時
間
を
最
後
の
一
時
間
へ
絞
ỵ
て
い
る

う
え
、
閉
場
時
に
も
カ
ổ
ド
を
保
護
し
予
備
を
残
し
て
い
る
。
説
明
を
再
利
用
で
き
る
状
態
と
共
同
判
断
の
約

束
が
保
た
れ
、
記
録
も
復
旧
延
期
と
し
て
い
る
た
め
、
永
久
に
外
す
意
図
と
は
読
み
に
く
い
。
(115

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

一
時
的
な
提
案
ま
た
は
共
同
判
断
の
約
束
を
根
拠
に
し
た
か
。 

□ 

カ
ổ
ド
本
体
と
予
備
の
保
存
状
態
を
使
ỵ
た
か
。 

□ 

反
証
か
ら
言
え
る
範
囲
を
越
え
、
最
終
配
置
ま
で
決
め
て
い
な
い
か
。 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

カ
ổ
ド
が
伏
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
一
点
だ
け
で
、
説
明
文
へ
の
否
定
や
人
物
間
の
対
立
を
作

ら
な
い
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
結
論
の
確
か
さ 

問
三 
閉
場
時
の
状
態
を
説
明
す
る
二
つ
の
見
方 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
同
じ
最
終
状
態
に
つ
い
て
、
異
な
る
情
報
源
の
根
拠
か
ら
二
つ
の
説
明
を
組
み
立
て
る
。 

根
拠 

資
料
一
の
来
場
者
継
続
・
復
旧
延
期
、
本
文
第
八
・
第
九
段
落
の
拓
の
説
明
と
そ
の
限
界
、
資
料
二
の
共

同
判
断
の
約
束
、
本
文
第
七
段
落
の
保
存
状
態
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

作
業
の
遅
れ
は
時
間
切
れ
を
、
共
同
判
断
の
約
束
と
保
存
状
態
は
意
図
的
な
保
留
を
支
え
る
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

二
つ
は
併
存
し
得
る
。
ど
ち
ら
が
主
因
か
は
、
伊
織
の
最
終
発
言
が
な
く
決
め

ら
れ
な
い
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

「
一
方
」
「
他
方
」
で
二
つ
を
対
照
し
、
各
々
に
固
有
の
根
拠
を
対
応
さ
せ
る
。 

模
範
解
答 

一
つ
は
、
来
場
者
が
続
い
て
復
旧
を
延
期
し
、
そ
の
ま
ま
閉
場
時
刻
に
な
ỵ
た
と
い
う
説
明
で
、

作
業
記
録
と
拓
の
説
明
が
支
え
る
。
も
う
一
つ
は
、
二
人
で
戻
す
か
決
め
る
約
束
だ
ỵ
た
た
め
、
戻
ら
な
い
語

り
手
を
待
ỵ
て
伊
織
が
配
置
を
保
留
し
た
と
い
う
説
明
で
、
メ
ỿ
セ
ổ
ジ
と
カ
ổ
ド
の
保
存
状
態
が
支
え
る
。

(121

字
) 

別
解
例
① 

資
料
一
の
「
来
場
者
が
続
い
て
い
る
」
「
復
旧
を
延
期
」
か
ら
は
、
対
応
中
に
戻
す
時
機
を
逃
し

て
閉
場
し
た
と
読
め
る
。
一
方
、
資
料
二
で
復
旧
前
の
共
同
判
断
を
約
束
し
、
カ
ổ
ド
と
予
備
を
使
え
る
形
で

残
し
た
こ
と
か
ら
、
伊
織
が
語
り
手
を
待
ち
、
ひ
と
ま
ず
は
一
人
で
最
終
配
置
を
決
め
ず
保
留
し
た
と
も
読
め

る
。
(123

字
) 

別
解
例
② 

四
時
半
を
過
ぎ
て
も
来
場
者
が
続
き
、
記
録
に
復
旧
延
期
と
あ
る
た
め
、
対
応
中
に
戻
す
時
機
を

失
ỵ
た
と
い
う
見
方
が
あ
る
。
他
方
、
一
緒
に
決
め
る
と
い
う
メ
ỿ
セ
ổ
ジ
と
カ
ổ
ド
の
保
存
状
態
か
ら
、
伊

織
が
戻
ら
な
い
語
り
手
を
待
ち
、
ひ
と
ま
ず
一
人
で
最
終
配
置
を
決
め
ず
保
留
し
た
と
い
う
見
方
も
成
り
立
つ
。

(122

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

時
間
切
れ
を
、
来
場
者
と
復
旧
延
期
の
記
録
で
支
え
た
か
。 

□ 

判
断
保
留
を
、
共
同
判
断
の
約
束
と
保
存
状
態
で
支
え
た
か
。 

□ 

二
つ
を
同
じ
根
拠
で
支
え
た
り
、
ど
ち
ら
か
を
伊
織
の
本
心
と
断
定
し
た
り
し
て
い
な
い
か
。 



77 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

二
つ
は
併
存
し
得
る
。
来
場
者
へ
の
対
応
と
共
同
判
断
の
延
期
が
同
時
に
働
い
た
可
能
性
も
あ

る
。 



78 

現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

物
語
・
結
論
の
確
か
さ 

問
四 
最
も
支
持
さ
れ
る
結
論
と
残
る
一
点 

解
答
・
解
説 

設
問
の
意
図 
中
心
と
な
る
結
論
を
選
び
、
二
つ
の
根
拠
と
、
な
お
残
る
一
点
を
一
答
案
へ
統
合
す
る
。 

根
拠 

提
案
と
実
施
時
刻
、
共
同
判
断
の
約
束
、
カ
ổ
ド
と
予
備
の
保
存
、
復
旧
延
期
。 

根
拠
の
つ
な
が
り 

提
案
と
時
刻
・
保
存
は
一
時
的
実
験
を
支
え
る
が
、
閉
場
時
の
理
由
は
二
系
列
あ
る
。 

言
え
る
範
囲
・
決
め
ら
れ
な
い
点 

一
時
的
な
試
行
で
あ
ỵ
た
こ
と
は
強
く
言
え
る
。
閉
場
ま
で
戻
さ
な
か
ỵ
た
主

な
理
由
は
決
ま
ら
な
い
。
二
つ
の
理
由
が
同
時
に
働
い
た
可
能
性
も
あ
る
。 

答
案
の
組
み
立
て
方 

中
心
と
な
る
結
論
と
二
根
拠
を
示
し
、
最
後
に
閉
場
理
由
の
二
つ
の
可
能
性
を
限
定
す
る
。 

模
範
解
答 

伊
織
は
説
明
を
再
び
使
え
る
状
態
に
保
ち
な
が
ら
、
写
真
の
見
方
が
ど
う
変
わ
る
か
を
試
す
た
め
、

一
時
的
に
カ
ổ
ド
を
伏
せ
た
と
考
え
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
。
最
後
の
一
時
間
と
い
う
提
案
ど
お
り
四
時
に

実
施
し
、
カ
ổ
ド
と
予
備
を
傷
め
ず
保
存
し
た
か
ら
だ
。
た
だ
し
、
閉
場
ま
で
戻
さ
な
か
ỵ
た
主
な
理
由
が
来

場
者
へ
の
対
応
か
、
共
同
判
断
の
保
留
か
は
決
め
ら
れ
な
い
。
(146

字
) 

別
解
例
① 

カ
ổ
ド
を
伏
せ
た
の
は
、
説
明
を
永
久
に
捨
て
る
た
め
で
は
な
く
、
写
真
を
先
に
見
て
も
ら
う
試

み
だ
ỵ
た
と
い
う
解
釈
が
最
も
強
い
。
事
前
の
メ
ỿ
セ
ổ
ジ
と
開
始
時
刻
が
一
致
し
、
カ
ổ
ド
本
体
も
予
備
も

再
利
用
で
き
る
形
で
残
ỵ
た
か
ら
だ
。
一
方
、
閉
場
時
に
戻
ỵ
て
い
な
か
ỵ
た
主
な
理
由
が
時
間
切
れ
か
、
語

り
手
を
待
つ
判
断
保
留
か
は
、
伊
織
の
発
言
が
な
く
確
定
で
き
な
い
。
(148

字
) 

別
解
例
② 

伊
織
の
行
動
は
、
説
明
を
復
旧
で
き
る
よ
う
保
管
し
た
う
え
で
、
写
真
を
先
に
見
る
時
間
を
一
時

的
に
作
る
試
み
だ
ỵ
た
と
読
め
る
。
見
方
の
変
化
を
試
す
と
い
う
提
案
と
実
施
時
刻
の
一
致
、
カ
ổ
ド
と
予
備

を
再
利
用
で
き
る
形
で
残
し
た
こ
と
が
根
拠
に
な
る
。
た
だ
し
、
閉
場
ま
で
戻
さ
な
か
ỵ
た
際
に
来
場
者
へ
の

対
応
と
共
同
判
断
の
保
留
が
ど
の
程
度
働
い
た
か
は
決
め
ら
れ
な
い
。
(148

字
) 

☆
自
己
採
点
の
観
点 

□ 

中
心
と
な
る
結
論
を
曖
昧
に
せ
ず
示
し
た
か
。 

□ 

提
案
・
時
刻
・
保
存
状
態
か
ら
二
点
を
根
拠
に
し
た
か
。 

□ 

閉
場
時
の
直
接
理
由
に
つ
い
て
二
つ
の
可
能
性
を
残
し
た
か
。 

答
案
で
注
意
し
た
い
点 

複
数
の
可
能
性
を
残
し
て
も
、
永
久
に
外
す
と
い
う
解
釈
を
中
心
と
な
る
結
論
に
は
し
な
い
。 
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現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

全
六
章
を
終
え
て 

全
六
章
を
終
え
て 

根
拠
か
ら
推
論
す
る
と
き
の
最
終
確
認 

強
く
言
い
切
れ
る
結
論
、
複
数
の
解
釈
が
成
り
立
つ
部
分
、
本
文
だ
け
で
は
決

め
ら
れ
な
い
部
分
を
区
別
で
き
る
か
。 

一 

直
接
の
記
述 

本
文
に
あ
る
事
実
と
、
自
分
が
補
ỵ
た
事
情
を
区
別
し
た
か
。 

二 

根
拠
の
対
応 

異
な
る
解
釈
を
、
同
じ
一
つ
の
根
拠
だ
け
で
支
え
て
い
な
い
か
。 

三 

反
証 

支
持
し
た
い
解
釈
と
合
わ
な
い
記
述
を
見
落
と
し
て
い
な
い
か
。 

四 

主
語 

文
書
と
し
て
採
用
さ
れ
た
方
針
を
、
特
定
人
物
の
内
心
へ
置
き
換
え
て
い
な
い
か
。 

五 

仮
定 

別
の
行
動
が
起
き
た
可
能
性
と
、
そ
の
結
果
が
必
ず
変
わ
ỵ
た
と
い
う
断
定
を
区
別
し
た
か
。 

六 

留
保 

何
も
分
か
ら
な
い
と
逃
げ
ず
、
決
め
ら
れ
な
い
一
点
だ
け
を
具
体
的
に
示
し
た
か
。 

よ
い
答
案
は
、
想
像
を
多
く
加
え
た
答
案
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
文
が
支
え
る
結
論
を
明
確
に
し
、
そ
こ
か
ら
先
へ
出
な
い
境
界
も
同

時
に
示
せ
る
答
案
で
す
。 



80 

現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

Ớ 

利
用
に
つ
い
て
・
奥
付 

利
用
に
つ
い
て 

学
習
者
へ 

ま
ず
自
分
の
答
案
を
書
き
、
解
答
例
と
語
順
で
は
な
く
、
使
ỵ
た
根
拠
・
つ
な
ぎ
方
・
限
定
の
置

き
方
を
比
べ
て
く
だ
さ
い
。 

指
導
者
へ 

別
解
は
、
問
い
へ
の
応
答
、
根
拠
、
説
明
の
整
合
性
か
ら
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
異
な
る
解
釈
で

も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
十
分
な
根
拠
が
あ
れ
ば
認
め
ま
す
。 

書
き
直
し 

不
足
す
る
根
拠
と
、
強
す
ぎ
る
断
定
の
双
方
へ
印
を
付
け
、
ど
こ
を
直
し
た
か
説
明
し
て
か
ら
清

書
し
て
く
だ
さ
い
。 

本
書
の
本
文
・
資
料
・
登
場
人
物
・
団
体
は
、
各
章
の
注
記
に
示
す
と
お
り
、
学
習
の
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
す
。 

奥
付 

書
名 

現
代
文
問
題
集 

第
六
冊 

書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
、
根
拠
か
ら
読
む 

役
割 

発
展
・
推
論
の
確
か
さ 

発
行 

和
会
塾 

版 

改
訂
完
成
版 


